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４－（１） 稲                                 ４－（１） 稲 

【水稲種子の温湯消毒法】 
 
水稲種子の温湯消毒とは、専用の温湯消毒機器を用いて、60℃の湯に種籾を 10 分間浸漬し、種子伝染性

病害の消毒を行う方法である。対象病害虫は、いもち病、ばか苗病、もみ枯細菌病、苗立枯細菌病、褐条

病、イネシンガレセンチュウで、化学合成農薬を使用することがなく、廃液処理も不要となるため、農薬

の使用や環境への負荷が低減できる。 

一方、化学合成農薬による消毒と異なり、温湯消毒は処理した時に病原菌を殺菌するだけなので、消毒

後に病原菌に接触すると再感染してしまう恐れがある。消毒済み種子を不衛生な環境に置いたり、浸漬時

の水に菌が入ってまん延するような状況にならないよう、消毒後の種子の取扱には留意が必要である。 

また、温湯消毒は化学合成農薬に比べてばか苗病に対して防除効果が劣るため、生物農薬を組み合わせ

た体系処理を行う。 

 

 

・温湯消毒の流れ（生物農薬併用時の例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・温湯消毒の留意点 

 

１ 種子伝染性病害に罹病した稲わら、籾がら、米ぬか等は伝染源となるため、作業場は清掃を徹底して 
清潔を保ち、伝染源のある環境下で温湯消毒やその後の浸漬、催芽、播種を行わないようにする。 

２ 専用の温湯消毒機器を使用する。 

３ 温湯消毒に使用する水槽等は事前にブラシを使って丁寧に水洗いし、次亜塩素酸塩液等で消毒する。 
４ 採種ほ産種子を使用する。 
５ 割れ籾が多いと、発芽率が低下する場合がある。 
６ もち品種は発芽率が低下しやすいので、温湯消毒を控える。 

７ 湿った種籾を用いると発芽率が低下するため、必ず乾燥籾を用いる。 

８ 比重選後（比重選後は必ず水洗いを行い種籾から塩分を除く）に風乾を行わず直ちに温湯消毒を行う 

場合は、作業（比重選＋温湯消毒）を１時間以内に終了する。 

９ 比重選後に温湯消毒を行わない場合は、十分乾燥させてから（水分 15%以下）処理するようにする。 

10 種子投入時の温度低下を防ぐため、温湯消毒機器の処理能力範囲内の種子量で処理する。 

11 入れすぎによる殺菌効果の低下を防ぐため、種籾はアミ袋の１／２量を目安に小分けする。 

12 うるち籾の温湯消毒は 60℃10 分とし、処理の際はアミ袋を２、３回ゆすって中心部の速やかな温度 

上昇を図る。10 分以上の処理は発芽率の低下を招くので時間厳守する。 

13 温湯消毒後は速やかにお湯から引き上げ、種籾を流水中で冷却する。冷却はアミ袋内部までしっかり 

行う。 

14 温湯消毒した種籾は、化学合成農薬による消毒と異なり残効がない。再汚染を防ぐため、パレットや 

シート等はあらかじめ洗浄して資材消毒等で清潔な状態を保ち、種籾は作業場の床に直置きしないよ 

うにする。 

15 処理後は速やかに播種を行うことが望ましいが、やむを得ず保管する場合は、十分に乾燥させて（水 

分 15％以下）冷暗所で保存する。脱水機と乾燥機（通風乾燥）を用いて水分 15%以下まで低下された 

場合、約 2 か月程度保管できる事例があるが、保管日数は極力短いほうがよい。使用時は発芽試験を 

⇒
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４－（１） 稲                                 ４－（１） 稲 

行う。  

16 温湯消毒した種子はきれいな水で浸漬するようにし、２日に１回程度は水を交換し、水温が高くなら 

ないように（15℃以下）留意する。ただし、発芽率低下を防ぐため浸種温度は 10℃以下にしない。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    （写真１ 温湯消毒実施時の様子）   （写真２ 温湯消毒機器例 (株)ﾀｲｶﾞｰｶﾜｼﾏ HP より） 

 

 

（参考）生物農薬使用時の留意点 

 

水稲種子消毒で利用する生物農薬（エコホープ DJ）は、催芽から出芽の課程で、菌株が種籾表面で大量

に増殖し、病原菌（ばか苗病菌やもみ枯細菌病菌など）と競合することにより病原菌の生育、増殖を抑制

し、発病を制御する。そのため、防除効果を高めるためには、生物農薬の菌株が生きて働くことが重要と

なる。 

 

１ 薬液と種籾の容量比は１：１以上とする。 

２ 種籾の内部まで薬液を行き渡らせるため、浸漬後はアミ袋を数回ゆする。 

３ 催芽後、種籾を薬液から出す際には、表面の菌が取れないようゆっくり取り出す。 

４ 芽が傷まない程度の乾燥とし、天日による乾燥は実施しない。脱水機の使用は可能。 

５ 生物農薬の防除効果が低下するため、土壌消毒剤のベノミル剤、TPN 剤との併用は行わない。 

６ 育苗初期の 10℃ 以下の低温は生物農薬の防除効果を不安定にさせることがあるので、温度管理に留 

意する。 

７ 生物農薬の有効成分は生菌であるため、薬剤調製後はできるだけ速やかに使用する。また、薬剤開封 

後はできるだけ早く使い切る。 
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４－（１）　稲 ４－（１）　稲

穀類－稲－殺菌剤

※農薬の使用に際しては、必ず農薬のラベルに記載されている登録内容・注意事項を確認してください。
更新年月日：2025/11/5
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熟
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熟
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熟
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ラ
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カ
ワ
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ヒ
ワ

1 Ｚボルドー粉剤ＤＬ 普 銅 M1 ○ ○ - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

2 エコホープＤＪ  -
トリコデルマ　アトロビ
リデ

- - ○ ○ ○ ○ ○ ○ - - - - - - - - - - - - - - - - - -

3 オリゼメート粒剤 普 プロベナゾール P2 - - - ○ - - ○ - - ○ - ○ - - - - - - - - - - - - - -

4 オリブライト２５０G 普 メトミノストロビン 11 ○ ○ - - - - ○ - - ○ - ○ - - - - - ○ - - - - - - - -

5 カスミン液剤 普 カスガマイシン 24 - - - - ○ - ○ - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

6 キヒゲンR-2フロアブル 普 チウラム F:M3 - - ○ - - - ○ - - - ○ - - - - - - - - - - - - - - ○

7 ゴウケツパック 普 トルプロカルブ 16.3 - - - ○ - - ○ - - ○ - - - - - - - - - ○ - - - - - -

8 ゴウケツ粒剤 普 トルプロカルブ 16.3 - - - ○ - - ○ - - ○ - - - - - - - - - ○ - - - - - -

9 テクリードＣフロアブル 普
1. イプコナゾール
2. 銅

3、M1 - - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ - - - - - - - - - - - - - - -

10 ドイツボルドーＡ 普 銅 M1 ○ ○ - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

11 トライフロアブル 普 テブフロキン U16 ○ - - - - - ○ - - - - ○ - - - - - - - - - - - - - -

12 バリダシン液剤５ 普 バリダマイシン U18 - - - ○ - - - - - - - - - ○ ○ ○ - ○ - - - - - - - -

13 フジワン粒剤 普 イソプロチオラン 6 ○ - - - - - ○ - - - - - - - - - - - ○ - - - ○ ○ ○ -

14 ブラシンフロアブル 普
1. フェリムゾン
2. フサライド

U14、16.1 ○ ○ - ○ ○ - ○ - - - ○ ○ - - - - - - - ○ ○ ○ - - - -

15 ヘルシードＴフロアブル 普
1. チウラム
2. ペフラゾエート

M3、3 - - ○ ○ ○ - ○ ○ ○ - ○ - - - - - - - - - - - - - - -

16 モンカットフロアブル 普 フルトラニル 7 - - - - - - - - - - - - - ○ ○ ○ - ○ - - - - - - - -

17 モンカット粒剤 普 フルトラニル 7 - - - - - - - - - - - - - - - - - ○ - - - - - - - -

18 モンガリット粒剤 普 シメコナゾール 3 ○ ○ - - - - - - - - - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - - - - - - - -

※ オリブライト２５０G：豆つぶ剤

作用機構
分類

病害虫雑草名・使用目的

農薬の名称

群
馬
県
指
定

製
剤
毒
性

有効成分の種類
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４－（１）　稲 ４－（１）　稲

穀類－稲（箱育苗）－殺菌剤

※農薬の使用に際しては、必ず農薬のラベルに記載されている登録内容・注意事項を確認してください。
更新年月日：2025/11/5
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1 カスミン液剤 普 カスガマイシン 24 ○ ○ ○ ○ - - - - - - - - - - -

2 ダコニール1000 普 TPN M5 - - - - - - - ○ - - - - - - -

3 ダコレート水和剤 普
1. ＴＰＮ
2. ベノミル

M5、1 - - - ○ - ○ ○ ○ - - - - - - -

4 タチガレエースＭ液剤 普 【*１ 】 32、4 - - - - - - ○ - ○ - - ○ ○ ○ -

5 タチガレン液剤 普
ヒドロキシイソキサ
ゾール

32 - - - - - - ○ - ○ - ○ - ○ ○ -

6 ナエファインフロアブル 普 ピカルブトラゾクス U17 - - - - - - ○ ○ ○ - - - ○ - ○

7 バリダシン液剤５ 普 バリダマイシン U18 - - - - - - - - - ○ - - - - -

8 ベンレート水和剤 普 ベノミル 1 - - - - ○ ○ ○ - - - - - - - -

【* 1 】 1. ヒドロキシイソキサゾール  2. メタラキシルM

病害虫雑草名・使用目的

農薬の名称

群
馬
県
指
定

製
剤
毒
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有効成分の種類
作用機構

分類
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４－（１）　稲 ４－（１）　稲

穀類－稲－殺虫剤

※農薬の使用に際しては、必ず農薬のラベルに記載されている登録内容・注意事項を確認してください。
更新年月日：2025/11/5
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シ
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シ
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カ
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ン
ゴ
ガ
イ
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食
害
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止

）

ア
ザ
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マ
類

1 アルバリン粒剤 抑制 普 ジノテフラン 4A - ○ ○ - ○ - - ○ ○ - - - ○ - - - - - - - -

2 キラップフロアブル 普 エチプロール 2B ○ ○ ○ - - - - ○ - - - - - - - - - - - - -

3 キラップ粒剤 普 エチプロール 2B - ○ ○ - - - - - - - - - - - - - - - - - -

4 スタークル液剤10 抑制 普 ジノテフラン 4A - ○ ○ - ○ - - - - - - - - - - - - - - - -

5 スタークル顆粒水溶剤 抑制 普 ジノテフラン 4A - ○ ○ - ○ - - - - - - - - - - - - - - - -

6 スタークル豆つぶ 抑制 普 ジノテフラン 4A - ○ ○ - ○ - - - - - - - - - - - - - - - -

7 スタークル粒剤 抑制 普 ジノテフラン 4A - ○ ○ - ○ - - ○ ○ - - - ○ - - - - - - - -

8 スミチオン乳剤 普 ＭＥＰ 1B - - ○ - ○ ○ - ○ ○ ○ ○ - - ○ ○ ○ ○ ○ ○ - -

9 ダントツ粒剤 抑制 普 クロチアニジン 4A - ○ ○ - ○ - - - ○ - - - - - - - - - - - -

10 トレボン粒剤 抑制 普 エトフェンプロックス 3A ○ ○ - - ○ - - ○ - ○ - ○ ○ - - - - - ○ - -

11 なげこみトレボン 抑制 普 エトフェンプロックス 3A ○ ○ - - ○ - ○ ○ - ○ - - ○ - - - - - - - -

12 パダンＳＧ水溶剤 抑制 劇 カルタップ 14 - - - ○ - - - ○ ○ - - - ○ ○ ○ - ○ - - - -

13 パダン粒剤４ 抑制 劇 カルタップ 14 - - - ○ - ○ - - ○ - - - - - - - ○ - - ○ ○

＊スミチオン乳剤は、商品によって稲のツマグロヨコバイへの登録の有/無が異なるので注意する。

穀類－稲（箱育苗）－殺虫剤

※農薬の使用に際しては、必ず農薬のラベルに記載されている登録内容・注意事項を確認してください。
更新年月日：2025/11/5
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類

1 アレス箱粒剤 普 オキサゾスルフィル UN ○ ○ ○ ○ ○ - - ○ - ○ - ○ ○ ○ ○ ○

2 オーベスト箱粒剤 抑制 普
1. クロラントラニリプロール
2. ベンフラカルブ

28、1A ○ - ○ - ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ - - - -

3
フェルテラスタークル箱粒
剤ＣＵ

抑制 普
1. クロラントラニリプロール
2. ジノテフラン

28、4A ○ - ○ ○ ○ ○ - ○ - ○ - ○ ○ - ○ -

4 フェルテラチェス箱粒剤 抑制 普
1. クロラントラニリプロール
2. ピメトロジン

28、9B ○ - ○ ○ ○ - - ○ - ○ - ○ ○ - - -

作用機構
分類

病害虫雑草名

病害虫雑草名

農薬の名称

群
馬
県
指
定

製
剤
毒
性

有効成分の種類
作用機構

分類

農薬の名称

群
馬
県
指
定

製
剤
毒
性

有効成分の種類
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４－（１）　稲 ４－（１）　稲

穀類－稲－殺虫殺菌剤

※農薬の使用に際しては、必ず農薬のラベルに記載されている登録内容・注意事項を確認してください。
更新年月日：2025/11/5

1 トライKフロアブル 普
1. エチプロール
2. テブフロキン

I：2B
F：U16

2 ダブルカットKフロアブル 普 【* 1 】
I：2B
F：24, 16.1

3
ダブルカットスタークルフロ
アブル

普 【* 2 】
I：4A
F：24, 16.1

4 ブラシンキラップフロアブル 普 【* 3 】
I：2B
F：U14,16.1

【* 1 】 1. エチプロール 2. カスガマイシン 3. トリシクラゾール
【* 2 】 1. ジノテフラン 2. カスガマイシン 3. トリシクラゾール
【* 3 】 1. エチプロール 2. フェリムゾン 3. フラサイド

穀類－稲（箱育苗）－殺虫殺菌剤

※農薬の使用に際しては、必ず農薬のラベルに記載されている登録内容・注意事項を確認してください。
更新年月日：2025/11/5

フ
タ
オ
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コ
ヤ
ガ

イ
ネ
ク
ロ
カ
メ
ム
シ

イ
ネ
ド
ロ
オ
イ
ム
シ

イ
ネ
ミ
ズ
ゾ
ウ
ム
シ

い
も
ち
病

ウ
ン
カ
類

ツ
マ
グ
ロ
ヨ
コ
バ
イ

ニ
カ
メ
イ
チ

ュ
ウ

も
み
枯
細
菌
病

白
葉
枯
病

イ
ネ
ツ
ト
ム
シ

コ
ブ
ノ
メ
イ
ガ

紋
枯
病

内
穎
褐
変
病

穂
枯
れ

（
ご
ま
葉
枯
病
菌

）

疑
似
紋
枯
症

（
褐
色
菌
核
病
菌

）

疑
似
紋
枯
症

（
褐
色
紋
枯
病
菌

）

疑
似
紋
枯
症

（
赤
色
菌
核
病
菌

）

イ
ナ
ゴ
類

苗
腐
敗
症

（
も
み
枯
細
菌
病
菌

）

苗
立
枯
細
菌
病

イ
ネ
ヒ
メ
ハ
モ
グ
リ
バ
エ

ヒ
メ
ト
ビ
ウ
ン
カ

稲
こ
う
じ
病

イ
ネ
ア
ザ
ミ
ウ
マ

1
Ｄｒ．オリゼアドマイヤー箱
粒剤

普
1. イミダクロプリド
2. プロベナゾール

I：4A
F：P2

- - ○ ○ ○ ○ ○ - - ○ - - - - - - - - - - - - - - -

2 Ｄｒ．オリゼリディア箱粒剤 普
1. フルピリミン
2. プロベナゾール

I:-
F:P2

○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - - ○ ○ - - - ○ - - ○ - - -

3 エバーゴルプラス箱粒剤 抑制 普 【* 1 】
I:4A、28
F:P3、7

○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - - - - - - -

4 エバーゴルワイド箱粒剤 抑制 普 【* 1 】
I:4A、28
F:P3、7

○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - - - - - - -

5 スタウトダントツ箱粒剤 抑制 普
1. クロチアニジン
2. イソチアニル

I:4A
F:P3

○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - - - ○ ○ - - - - ○ ○ ○ - - -

6 ツインターボ箱粒剤０８ 抑制 普
1. クロチアニジン
2. イソチアニル

I：4A　F：P3 - ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ - - - ○ ○ - - - - ○ ○ ○ - - -

7 トリプルキック箱粒剤 抑制 普 【* 2 】
I:28
F:3、16.3

○ - ○ ○ ○ - - ○ ○ - ○ - ○ ○ ○ - - - ○ - - ○ - ○ -

8
ファーストオリゼリディア粒
剤

普
1. フルピリミン
2. プロベナゾール

I:4F
F:P2

○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ - - - - - - - - - - ○ - - - - - -

9 ブーンゼクテラ箱粒剤 抑制 普 【* 3 】
I:28,4E
F:P8

○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ - - - - - - - - - -

10 ブーンパディート箱粒剤 抑制 普
１．シアントラニリプロール
２．ジクロベンチアゾクス

I:28
F:P8

○ - ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ - - - ○ ○ - ○ ○ - -

11 ブーンレパード箱粒剤 抑制 普 【* 4 】
I:28
F:P8,7

○ - ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ - - - - - - - - - -

12 ルーチンアドスピノ箱粒剤 抑制 普 【* 5 】
I:4A、5
F:P3

○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ - - - - ○ ○ ○ - - ○

13 箱王子粒剤 抑制 普 【* 6 】
I：4A、5
F：P3

○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ - - - - ○ ○ ○ - - -

【* 1 】 1. イミダクロプリド 2. クロラントラニリプロール  3. イソチアニル　4. ペンフルフェン
【* 2 】 1. シアントラニリプロール 2. シメコナゾール 3. トルプロカルブ
【* 3 】 1. クロラントラニリプロール  2. トリフルメゾピリム  3. ジクロベンチアゾクス
【* 4 】 1. テトラニリプロール  2. ジクロベンチアゾクス  3. ペンフルフェン 
【* 5 】 1. イミダクロプリド 2. スピノサド 3. イソチアニル 
【* 6 】 1. クロチアニジン 2. スピネトラム  3. イソチアニル 

-
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ム
シ
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○

○

○

- ○

○

い
も
ち
病

○

○

○

○ ○
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ン
カ
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○

○
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水 稲                                                                水 稲 
各論作成日:2025 年 11 月 5 日  必ずラベルを確認してから農薬を使用してください。 

 

4-(1)-① 水稲 

病害虫名 防 除 方 法 参 考 事 項 

種子伝染性病

害 
（ばか苗病、い

もち病､ごま葉

枯病、もみ枯細

菌病） 
 
 
 
 
 
 
 

播種前 
  １．種子更新を行い、採種ほ産種子を使用する。 
 ２．種子の比重選を行う。 
 ３．種子消毒を行う。 
【浸漬処理】次の手順で消毒する。 
    比重選→水洗→消毒→風乾→浸種（停滞水） 

→催芽→播種 
【種子吹付処理または塗沫処理】 
   適用薬剤を専用種子消毒機を用い乾燥種もみに吹

き付け処理する。あるいは塗沫処理する。 
【温湯処理による種子消毒法】(水稲温湯消毒の項を参照) 
 
 ４．育苗資材の消毒（資材消毒の項参照） 
 ５．作業場は十分に清掃し、伝染源となる稲わらや籾が

ら、粉塵等を育苗場所や本田周辺に放置せず、除去す

る。 
 

 
・充実不良もみは種子伝染病菌の寄生が多いの  

で、比重選（下表参照）によって除去する。 
・比重選後は、よく水洗いする。               

種類  
 

溶液の 
 比重 

   水 10 ﾘｯﾄﾙ当り 
硫安の場合 食塩の場合 

うるち  1.13   2.9kg    2.0kg 
も ち  1.08    1.9kg    1.1kg 

・農薬による種子消毒は、防除効果が低下するた

め薬液の液温は 10℃以下にしない。 
・薬液は浸漬直後および、浸漬中時々かく拌する。 
・薬液浸漬法は原則として 1 回の使用に限る。 

・風乾は薬剤により必要に応じて行う。 
・薬液（残液）は河川、池、沼等に流入しないよ 

うに適切に処置する。 

苗立枯病 
 
 
 
 
 
 
 

播種前及び播種後 
 １．育苗資材の消毒（資材消毒の項参照） 
 ２．箱育苗における発生防止は、適用薬剤を使用し、極

端な高温、低温、過湿、乾燥にならないよう、注意す

る。 
 
 
 

 
・育苗マットや人工培土にも発生するので床土消 

毒を行う。 
・リゾクトニア菌による苗立枯病（葉腐れ）が発 

生し始めたら、バリダシン液剤 5 を床土にかん 

注する。 
・ダコレート水和剤はかぶれに注意する。 
・微生物農薬との組合せでは、混用や体系処理の  
できない薬剤があるので、確認の上使用する。 

 

もみ枯細菌病 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

播種前 
 （種子伝染性病害の項参照） 
播種時 
  １．適用のある剤を使用する。 
 ２．厚播きをしない。 
移植前 
  適用のある箱施用剤を使用する。 
生育期 
  適用薬剤を使用する。 

 
・苗での発生は、催芽時、出芽期の高温により助

長されるので、温度管理に留意する。 
・穂における発生は、出穂期以降の感受性の高い 

期間の高湿度条件により助長される。 
・カスミン液剤の播種時処理は、本病の抑制に効  
果がある。 

 
 
 

ばか苗病 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

播種前 
（種子伝染性病害の項参照） 

移植前 
  育苗箱で発病した苗は移植前に取り除く。 
生育期 
  発病時は早期に株ごと抜き取り、埋設等、適切に処分

する。 
 
 
 
 
 

 

・罹病した稲わらやもみ殻は、乾燥状態で保管す 

ると越冬したばか苗病菌が付着している可能

性があり、ばか苗病の伝染源となるため、種子

や種子余措を行う作業場周辺に置かない。 
・微生物農薬や温湯消毒は単独では防除効果が劣

るため、それぞれを組み合わせた体系防除を行

う。 
・育苗箱で発生した場合は、移植 1 週間前までに

抜き取り、その後も発生するようであれば、採

種ほ場とその周辺ほ場の苗として使用しない。 
・発生が認められたほ場(隣接ほ場も含む）からは

採種しない。 
・ベンレート剤は耐性菌が確認されているためた

め使用しない。トリフミン剤、スポルタック剤

は感受性低下が確認されている地域があるた

め、薬剤選定に注意する。 
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水 稲                                                                水 稲 
各論作成日:2025 年 11 月 5 日  必ずラベルを確認してから農薬を使用してください。 

病害虫名 防 除 方 法 参 考 事 項 

いもち病 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

播種前 
（種子伝染性病害の項参照） 

移植前 
 １．窒素質肥料の過用をさける。 
 ２．適用のある箱施用剤を使用する。 
生育期 
 １．冷水の流入を避ける。 
  ２．葉いもちの発生が多い場合は、穂肥、実肥の施用を  

避ける。 
 ３．適用薬剤を使用する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
・罹病した稲わらやもみ殻は、乾燥状態で保管す 

ると越冬したいもち病菌が付着している可能

性があり、苗いもちの伝染源となるため、作業

場、苗床、本田の周辺に置かない。 
・補植用の苗は、放置するといもち病が発生して 

本田での伝染源となるため、ほ場内やほ場周辺

に放置せず、埋設等、速やかに処分する。 

・予防を基本とし、適用のある箱施用剤は広域で 

使用することが望ましい。また、使用にあたっ

ては、系統の異なる薬剤を年ごとにローテーシ

ョンで使用する。 
・QoI 剤や MBI-D 剤は、薬剤抵抗性発達の恐れが

あるため連用は行わず、年 1 回限りの使用とす

る。箱施用剤は耐性菌発生のリスクが低い薬剤

を選択する。本田防除において、これらの剤は

多発時には使用せず、発生初期での使用を厳守

する。また、採種ほおよびその周辺ではこれら

の剤を使用しない。 
・本田では早期発見・早期防除に努める。特に灰 

色の急性型病斑を確認したら、速やかに治療効 

果のある薬剤を散布する。 
・葉いもちの発生が多く、上位葉に病斑が見ら 

れる場合は、穂いもちの発生が懸念されるの 

で、粒剤では剤により処理時期が異なるが、 

出穂前 20 日から 10～5 日前、液剤・粉剤では

穂ばらみ期及び穂揃期に防除を行う。 
・パック剤・豆つぶ剤等を使用する場合は、湛水 

状態（水深 3～5cm 以上とし、使用前にラベル

を確認する）で、畦畔からパックのまま投げ入

れる。投入後は少なとくも 4～5 日間湛水状態

を保つ。また、藻や浮草が多発している水田や

漏水田では使用しない。 
 

紋枯病 
 
 
 
 

移植前 
 １．窒素質肥料の過用をさける。 
 ２．適用のある箱施用剤を使用する。 
生育期 
  適用薬剤を幼穂形成期～出穂期に使用する。 
 

 
・早期栽培および直播栽培における発生が多い。 
・株元に薬剤が達するように使用する。 
・夏期が高温多湿の年に多発する。 
 

内穎褐変病 
 

生育期 
  適用薬剤を出穂期前後に使用する。 

 
・感染時期は主に開花期である。 
・護穎や副護穎、枝梗、果梗は褐変しない。 

小粒菌核病 
(小球菌核病) 
(小黒菌核病) 
 

幼穂形成期～穂ばらみ期 
 １．窒素質肥料の過用をさけ、加里肥料を増施する。 
 ２．湿田では排水を良好にする。 
 ３．適用薬剤を使用する。 
 

 
 
 
 

萎縮病､黄萎病 
 
 

（ツマグロヨコバイの項参照） 
 
 

 
 
 

黒すじ萎縮病 
（ヒメトビウ

ンカ） 

縞葉枯病の項の防除方法（移植前の１、２および収穫後）

が有効である。 
 
 

 
・縞葉枯病と異なり経卵伝染せず、イネとムギの 

間でヒメトビウンカがウイルスを媒介するこ

とで伝染する。 
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水 稲                                                                水 稲 
各論作成日:2025 年 11 月 5 日  必ずラベルを確認してから農薬を使用してください。 

病害虫名 防 除 方 法 参 考 事 項 

縞葉枯病 
（ヒメトビウ

ンカ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

移植前 
 １．縞葉枯病抵抗性品種を選択する。 
 ２．適用のある箱施用剤を使用する。 
生育期 
  育苗期から幼穂形成期までの間、切れ目無く薬剤の効 

果を持続させることが効果的である。保毒虫率が高く発 

生量が多い地域では、箱施用剤はヒメトビウンカに効果 

の高い剤を選択するとともに、必要に応じて本田防除を 

実施する。 
  収穫後本病に感染した再生イネ（ひこばえ）をヒメト

ビウンカが吸汁することで保毒虫率が上昇する恐れが

あるので、秋耕は速やかに行う。 
 
 
 

・感受性品種（コシヒカリ・ひとめぼれ等）を県 

内平坦地域で栽培する場合は、特に注意する。 
・ヒメトビウンカの保毒虫率が高く、発生量が多 

い条件下では、抵抗性品種でも発病する。した 

がって、抵抗性品種を作付けする場合でも感受 

性品種と同様にヒメトビウンカの防除対策を

行う。 
・ヒメトビウンカはムギで増えやすいため、ムギ 

が栽培される地域では本病の発生も多い傾向

がある。 
・防除にあたっては、農業技術センターで実施し 

ているヒメトビウンカのイネ縞葉枯ウイルス

保毒虫検定や、すくい取り調査結果等を参考に

する。 
・薬剤防除を行う際は、フィプロニルはヒメトビ 

ウンカに対する殺虫効果が低下している点を

考慮する。 
稲こうじ病 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

移植前 
 １．窒素質肥料の過用をさけ、遅効きしないようにする。 
 ２．土壌改良材（転炉スラグ系資材や生石灰）を散布し、

すぐに土壌混和する。 
生育期 
  出穂前に適用薬剤を使用する。 
 
 
 
 
 
 

・移植後、厚壁胞子が発芽して稲の根や葉鞘の細

胞間隙から侵入する。幼穂が成長して頴花 を

形成すると頴花先端の隙間から菌糸が侵入し

て病粒を形成する。 
・罹病したもみは、翌年の発生源となるため、前 

年度発生の多かったほ場では、2～3 年を目処に 

対策を講じる。 
・転炉スラグを利用する場合は、窒素施用量は10a

あたり 5 ㎏を基本とし、7 ㎏を超え、特に 9 ㎏

を超える多肥栽培や飼料用イネほ場への導入

は避ける。これは、土壌改良材のアルカリ効果

により窒素が多く吸収され、病気に対する感受

性が高まり発病が多くなるためである。 
・農業用水の pH が 7 以上で高い場合、生石灰を

施用するとイネに生育障害が出ることがある。 
・銅剤（Ｚボルドー粉剤ＤＬ・ドイツボルドーＡ）

は出穂前 21～10 日、シメコナゾール剤（モン

ガリット粒剤）は出穂前 21～14 日に散布する

と効果が高い。 
・薬剤耐性菌の発生防止として、原則として採種

ほではシメコナゾール箱粒剤を使用しない。 
白葉枯病 
 
 
 
 
 

移植前 
 １．窒素質肥料の過用をさける。 
  ２．苗代は冠水しない場所に設置する。 
  ３．適用のある箱施用剤を使用する。 
生育期 
  適用薬剤を使用する。 
 

・常発地では苗代で薬剤散布を行うと本田での発 
 生が少ない。 
・本田初期の防除（7 月末～8 月始め）が重要であ 

る。 
・冠水後、天候不順が続く場合には特に多発する。 
・菌はサヤヌカグサなどの雑草で越冬するため、

ほ場周辺の除草を行う。 

ごま葉枯病 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

播種前 
 １．深耕、堆きゅう肥の増施、客土等により地力の増進  

を図る。 
 ２．（種子伝染性病害の項参照） 
生育期 
 １．適用薬剤を使用する。 
 ２．生育後半に肥切れしないようにする｡ 
 ３．老朽化水田では加里、珪酸、マンガン、鉄などを増

施する。 
 ４．根腐れを起こさないように、中干し、間断かん水を  

徹底する。 

 
・アシカキに発生した葉枯病は伝染源になるた

め、ほ場周辺の除草を行う。 
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水 稲                                                                水 稲 
各論作成日:2025 年 11 月 5 日  必ずラベルを確認してから農薬を使用してください。 

病害虫名 防 除 方 法 参 考 事 項 

イネドロオイ

ムシ 
 
 

5 月中旬～7 月下旬 
 １．適用のある箱施用剤を使用する。 
 ２．生育中は適用薬剤を使用する。 
 

 
・冬期高温に経過し 6～7 月上旬が低温の場合に

発生が多い。 
・7 月に入り低温が長引くと発生期間も長引く。 
 

イネシンガレ

センチュウ 
 
 
 

播種前 
  １．種子は無発生のほ場から採種する。 
 ２．適用薬剤を種籾浸漬処理する。 
生育期 
  適用薬剤を使用する。 
 

 
・被害もみ殻は苗代などに持ち込まない。 
・被害は黒点米の発生原因となる。 
 
 

イネミズゾウ

ムシ 
 

4 月下旬～6 月下旬 
 １．適用のある箱施用剤を使用する。 
 ２．生育中は適用薬剤を使用する。 

 
・越冬成虫の飛来最盛期は 5 月下旬～6 月上旬で

ある。 
・早期・早植栽培では被害が大きくなる。 

ニカメイチュ

ウ 
 
 
 
 
 
 
 

移植前 
  適用のある箱施用剤を使用する。 
6 月下旬～7 月中旬（第 1 世代） 
  早期・早植栽培は、第 1 世代発蛾最盛期前の田植えを、 

普通期栽培は第 1 世代発蛾最盛期後の田植えをめざす。 
  発蛾最盛期は、概ね 6 月上～中旬 
8 月中旬～9 月上旬（第 2 世代） 
  発蛾最盛期の 5～10 日後に適用薬剤を使用する。 
  発蛾最盛期は、概ね 8 月上～中旬 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

イネツトムシ 
（イチモンジ

セセリ） 
 

移植前 
 １．窒素質肥料の過用をさける。 
  ２．適用のある箱施用剤を使用する。 
生育期 
  適用薬剤を若齢幼虫期に使用する。 
 

 

・8 月上旬のツト数が株あたり 0.5 個以上見られ

たらただちに防除を実施する。1、2 齢幼虫のツ

トは小さく見つけにくいため、丁寧に観察す

る。 

イネアオムシ

（フタオビコ

ヤガ） 
 
 
 
 
 
 
 
 

移植前 
   適用のある箱施用剤を使用する。 
生育期 
 １．適用薬剤を使用する。 
 ２．若齢幼虫期、加害初期の防除効果が高く、食害痕が   

カスリ状の時、成虫（フタオビコヤガ）の発生ピー   

クの 2 週間前が防除適期である。 
 ３．成虫（フタオビコヤガ）の防除を行う場合は、広域   

的な防除を行う必要がある。 
 
 

 
・前年の発生が多い場合 7 月上旬、8 月上旬に高 

温・多湿条件で多発生しやすい。 
・イネアオムシのイネへの加害は、ふ化直後はカ 

スリ状に、3 齢以降は葉の縁から階段状に食害 

する。 
・成虫（フタオビコヤガ）の一般的な発生ピーク 

は、本県では概ね 5 月下旬～6 月上旬（越冬世

代）、7 月上旬（第 1 世代）、7 月下旬～8 月中

旬（第 2、3 世代）である。 
・食害被害は第 3 世代で大きいが、第 2 世代でも 
 大きくなることがあるので注意が必要である。 
 

ヒメトビウンカ  （縞葉枯病・黒すじ萎縮病の項参照）  
 
 

トビイロウンカ 
セジロウンカ 

8～9 月 
  適用薬剤を使用する。 
 

 
・群馬糯 5 号はセジロウンカに注意する。 
 

ツマグロヨコ

バイ 
 
 
 
 

冬期・春期 
春期に休耕地を耕起してスズメノテッポウなどへの

産卵を防ぐ。 
5 月上旬～7 月中旬、8 月下旬～9 月上旬 
  適用薬剤を使用する。 
 

・水田休耕地などの雑草防除も合わせて行う。 
・直播・早植に多発する。 
・萎縮病防除には 6 月上旬～7 月中旬、黄萎病防

除には 5 月上旬～6 月下旬に使用する。       
・薬剤抵抗性害虫の出現を防止するために同一薬 

剤の連用をさける。 
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水 稲                                                                水 稲 
各論作成日:2025 年 11 月 5 日  必ずラベルを確認してから農薬を使用してください。 

病害虫名 防 除 方 法 参 考 事 項 

コブノメイガ 
 
 
 
 

 8～9 月 
   適用薬剤を使用する。 
 
 
 

・トビイロウンカ、セジロウンカ同様に長距離移 

動性害虫であると言われており、年次による発 

生の差が大きいので注意する。 
・遅植え、軟弱、葉色の濃いイネに被害が集中す 

る傾向がある｡ 
タネバエ 
 
 
 

播種時（直播栽培） 
 １．有機質肥料は播種前 1 か月以内に施用しない。 
 ２．有機質肥料の多い湿潤なほ場では早播きをしない。 

 

・5 月上旬までの播種に被害が多い。 
 
 

イナゴ類 
 
 
 

作付け前 
  適用がある箱施用剤を使用する。 
生育期 
  若齢のうちに薬剤防除を行う。 
 

 
 
 
 

カメムシ類 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

作付け前 
 １．近隣の水田と比較して、出穂が早いほ場に被害が集  

中する場合があるので、田植え時期や作付品種に留

意して栽培計画を立てる。 
田植え時 
 １．カスミカメ類やイネクロカメムシの被害が多い地域   

では、適用がある箱施用剤を使用する。 
除草 
 １．カメムシの生息(繁殖)場所となる本田周辺の雑草や  

本田内のノビエ・イヌホタルイ等を防除する。 
  ２．カメムシ類を寄せ付けないために出穂期の前後各 3  

週間程度はイネ科一年生雑草を継続して出穂させな

い畦畔管理を行う。 
   そのため、水稲の出穂 2～3 週間前と出穂期頃（イ

ネ科雑草出穂前）の 2 回、連続して除草を行う。ただ

し、やむを得ず 1 回しか行えない場合は従来と同様

に出穂 2 週間前を目安に作業を行う。 
薬剤防除 
 １．適用薬剤を使用する。 
  ２．防除は成虫侵入が多い穂揃期とその 7～10 日後に 2

回目の防除を行うのが望ましい。 

  ３．粒剤は出穂期～乳熟期（出穂 10 日後）に散布する。 
 

 
・県内の優先的な斑点米カメムシ類は、クモヘリ 

カメムシ、ホソハリカメムシ、アカヒゲホソミ 

ドリカスミカメ、アカスジカスミカメ、ヒメナ 

ガカメムシ類であり、加害時期は、種によって 

異なる。 
・出穂前は、畦畔、休耕田など、周辺の雑草地の 

イネ科雑草で生息、繁殖するため、これらの除 

草に心がけ、カメムシの生息数、繁殖地を少な 

くする。休耕地に使用可能なカメムシの殺虫剤 

を用いるなど、カメムシの生息数を減らすこと 

も有効である。 
・出穂期以降に管理が不十分で雑草が繁茂した畦 

畔や休耕地を除草すると、カメムシを水田内に 

追い込むことになるので注意する。やむを得ず 

この時期に除草を行う場合は、本田をよく見回 

り、必要に応じて本田の追加防除も行う。 
・キラップ粒剤は出穂 10 日前～出穂期に散布す

るとカスミカメ類への効果が高い。 
・加害は斑点米の原因となり、被害粒率が高いと 

等級を落とすので注意が必要である。 
 
 

イネカメムシ 田植え時 
１．被害が多い地域では、極端な早植えや遅植えは避け

る。 
薬剤防除 
１．イネの出穂期頃に加害されると不稔が発生するた

め、出穂期に薬剤防除を行う。 
２．穂揃期～乳熟初期に加害されると斑点米が発生する

ため、1 回目の散布後 7～10 日後に再度薬剤防除を行

う。 
収穫後 
１．ひこばえにより越冬するための栄養を蓄える可能性

があるため、秋耕する。 
２．越冬地を見つけたら、落ち葉や寄主雑草ごと持ち出

し、逃げ出さないよう袋にいれて処分する。 
 

 
・周辺水田より出穂期が早い、または遅い水田で

被害が集中しやすい。 
・稲への嗜好性が強く、水田周辺の畦畔雑草管理

だけでは発生密度を低減できない。 
・防除後、卵からふ化した幼虫が発生したり、周

辺から成虫が飛来することがある。 
・水田内で世代経過し、成虫が越冬地に移動して

休眠状態になる。 
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陸 稲                                                                陸 稲 
各論作成日:2025 年 11月 5 日  必ずラベルを確認してから農薬を使用してください。 

 
4-(1)-② 陸稲（稲に登録のある農薬も使用可能）          
  

病害虫名 防 除 方 法 参 考 事 項 

 株 枯 病 
 
 

播種前 
 １．罹病株から採種しない。 
 ２．連作を避ける。 

 
・トヨハタモチは、本病に弱い。 
・病原菌は水稲のばか苗病と同じ。 
 

ネアブラムシ

類 
 
 
 

生育期 
被害を受けた場合には、速効性肥料の施用によって生 

育の促進を図る。  
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４－（２）　麦類 ４－（２）　麦類

穀類－麦類－殺菌剤

※農薬の使用に際しては、必ず農薬のラベルに記載されている登録内容・注意事項を確認してください。
更新年月日：2025/11/5

う
ど
ん
こ
病

赤
か
び
病

な
ま
ぐ
さ
黒
穂
病

斑
葉
病

裸
黒
穂
病

さ
び
病

1 トリフミン水和剤 普 トリフルミゾール 3 ○ ○ ○ ○ ○ -

2 ワークアップフロアブル 普 メトコナゾール 3 ○ ○ - - - -

3 石灰硫黄合剤 普 石灰硫黄合剤
I:UN
F:M2

○ ○ - - - ○

穀類－麦類－その他

※農薬の使用に際しては、必ず農薬のラベルに記載されている登録内容・注意事項を確認してください。
更新年月日：2025/11/5

1 キヒゲンＲ－２フロアブル 普 チウラム F:M3

穀類－麦類（小麦を除く）－殺菌剤

※農薬の使用に際しては、必ず農薬のラベルに記載されている登録内容・注意事項を確認してください。
更新年月日：2025/11/5

う
ど
ん
こ
病

赤
か
び
病

赤
さ
び
病

条
斑
病

な
ま
ぐ
さ
黒
穂
病

裸
黒
穂
病

斑
葉
病

雲
形
病

1 ストロビーフロアブル 普 クレソキシムメチル 11 ○ ○ ○ - - - - -

2 トップジンＭ水和剤 普
チオファネートメチ
ル

1 ○ ○ - - - - - -

3 ベンレートＴ水和剤２０ 普
1. チウラム
2. ベノミル

M3、1 - - - ○ ○ ○ ○ ○

病害虫雑草名

作用機構
分類

作用機構
分類

○ ○ ○

病害虫雑草名

農薬の名称
群馬県
指定

製剤
毒性

農薬の名称
群馬県
指定

製剤
毒性

有効成分の種類

農薬の名称
群馬県
指定

製剤
毒性

有効成分の種類

作用機構
分類

有効成分の種類

キ
ジ

ス
ズ
メ

ハ
ト

病害虫雑草名
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４－（２）　麦類 ４－（２）　麦類

穀類－小麦－殺菌剤

※農薬の使用に際しては、必ず農薬のラベルに記載されている登録内容・注意事項を確認してください。

更新年月日：2025/11/5

な
ま
ぐ
さ
黒
穂
病

斑
葉
病

う
ど
ん
こ
病

赤
か
び
病

赤
さ
び
病

条
斑
病

裸
黒
穂
病

雲
形
病

葉
枯
症

1 キノンドー水和剤４０ 普 有機銅 M1 ○ ○ - - - - - - -

2 ストロビーフロアブル 普 クレソキシムメチル 11 - - ○ ○ ○ - - - -

3 チルト乳剤２５ 普 プロピコナゾール 3 注 - ○ ○ ○ - - - -

4 トップジンＭゾル 普
チオファネートメチ
ル

1 - - - ○ - - - - -

5 トップジンＭ水和剤 普
チオファネートメチ
ル

1 - - ○ ○ - - - - -

6 トリフミン乳剤 普 トリフルミゾール 3 - - ○ ○ - - - - -

7 フロンサイドSC 普 フルアジナム 3 ○ - - - - - - - -

8 ベンレートＴコート 普
1. チウラム
2. ベノミル

M3、1 ○ ○ - - - ○ ○ - -

9 ベンレートＴ水和剤２０ 普
1. チウラム
2. ベノミル

M3、1 ○ ○ - - - ○ ○ ○ -

10 ミラビスフロアブル 普 ピジフルメトフェン 7 - - ○ ○ ○ - - - ○

(注) 登録内容は根雪前の使用のみである。

穀類－小麦－殺虫剤

※農薬の使用に際しては、必ず農薬のラベルに記載されている登録内容・注意事項を確認してください。
更新年月日：2025/11/5

ヤ
ギ
シ
ロ
ト
ビ
ム
シ

ア
ブ
ラ
ム
シ
類

ア
ワ
ヨ
ト
ウ

ム
ギ
キ
モ
グ
リ
バ
エ

ム
ギ
ア
カ
タ
マ
バ
エ

ム
ギ
ダ
ニ

1 アドマイヤー水和剤 劇 イミダクロプリド 4A ○ - - - - -

2 エルサン乳剤 劇 ＰＡＰ 1B - ○ ○ ○ - -

3 エルサン粉剤２ 普 ＰＡＰ 1B - ○ - - ○ ○

4 スミチオン乳剤 普 ＭＥＰ 1B - ○ ○ ○ ○ -

穀類－小麦－その他

※農薬の使用に際しては、必ず農薬のラベルに記載されている登録内容・注意事項を確認してください。
更新年月日：2025/11/5

1 キヒゲンＲ－２フロアブル 普 チウラム F:M3

な
ま
ぐ
さ
黒
穂
病

ヤ
ギ
シ
ロ
ト
ビ
ム
シ

病害虫雑草名

○ ○

病害虫雑草名

有効成分の種類

農薬の名称
群馬県
指定

製剤
毒性

有効成分の種類

農薬の名称
群馬県
指定

農薬の名称
群馬県
指定

製剤
毒性

作用機構
分類

作用機構
分類

作用機構
分類

病害虫雑草名

製剤
毒性

有効成分の種類
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４－（２）　麦類 ４－（２）　麦類

穀類－大麦－殺菌剤

※農薬の使用に際しては、必ず農薬のラベルに記載されている登録内容・注意事項を確認してください。
更新年月日：2025/11/5

赤
か
び
病

う
ど
ん
こ
病

条
斑
病

な
ま
ぐ
さ
黒
穂
病

裸
黒
穂
病

斑
葉
病

1 チルト乳剤２５ 普 プロピコナゾール 3 ○ ○ - - - -

2 ベンレートＴコート 普
1. チウラム
2. ベノミル

M3、1 - - ○ ○ ○ ○

3 ミラビスフロアブル 普 ピジフルメトフェン 7 ○ - - - - -

穀類－大麦－殺虫剤

※農薬の使用に際しては、必ず農薬のラベルに記載されている登録内容・注意事項を確認してください。
更新年月日：2025/11/5

1 スミチオン乳剤 普 ＭＥＰ 1B

穀類－大麦－その他

※農薬の使用に際しては、必ず農薬のラベルに記載されている登録内容・注意事項を確認してください。
更新年月日：2025/11/5

1 キヒゲンＲ－２フロアブル 普 チウラム M3 ○

病害虫雑草名

ア
ブ
ラ
ム
シ
類

ム
ギ
キ
モ
グ
リ
バ
エ

斑
葉
病

○

作用機構
分類

病害虫雑草名

作用機構
分類

ア
ワ
ヨ
ト
ウ

○ ○

農薬の名称
群馬県
指定

製剤
毒性

有効成分の種類

農薬の名称
群馬県
指定

製剤
毒性

有効成分の種類

作用機構
分類

病害虫雑草名

農薬の名称
群馬県
指定

製剤
毒性

有効成分の種類
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麦 類                                                        麦 類 
各論作成日:2025 年 11 月 5 日  必ずラベルを確認してから農薬を使用してください。 

4-(2) 麦類 

病害虫名 防 除 方 法 参 考 事 項 

裸黒穂病 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

播種前 
  １．種子更新を行い、採種ほ産種子を使用する。 
 ２．次のいずれかの方法で種子消毒を行う。 
  (1) 適用薬剤による種子消毒 
  ・ 浸漬法 
   ・ 粉衣法 
  ・ 種子吹き付け処理  
  (2) 温湯種子消毒 
  ・ 温湯浸法 
     最初の温度を小麦では 46℃で 6～10 時間、その    

他麦類は 42℃で 10 時間浸漬する。 
   ・ 冷水温湯浸法 
   小麦の場合 
     冷水に一定時間（水温 10℃・6 時間、18℃・3 時    

間、24℃・2.5 時間）浸し、50～51℃の湯に 1～2    

分予浸したのち、54℃の湯に 5 分間浸漬消毒して    

直ちに冷水で冷やす。 
      その他麦類 
     冷水に小麦と同様一定時間浸し、47～48℃の湯    

に 1 分間予浸し、52℃の湯に 5 分間浸漬し直ちに

冷水で冷やす。 

 

・温湯浸法の場合は陰干しにする。 
・温湯等での浸漬法および薬剤の浸漬法など、種

子に水分を加える処理方法では、処理後は直

ちによく乾かし、不時の出芽を避ける。 
・発生が認められたほ場（隣接ほ場も含む）から 

は種子として使用しない。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

なまぐさ黒穂

病 
斑葉病 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

播種前 
 １．なまぐさ黒穂病の発生ほ場は麦種転換をするか、畑

状態での連作を避け、3 年以上小麦を作付けしない。 
 ２．種子更新を行い、採種ほ産種子を使用する。 
 ３．次のいずれかの方法で種子消毒を行う。 
 (1) 適用薬剤による種子消毒 
  ・ 浸漬法 
   ・ 粉衣法 
   ・ 種子吹き付け処理 
  ・ 塗沫処理 
 (2) 温湯種子消毒 
   裸黒穂病の防除方法に準じる。 
 ４．なまぐさ黒穂病に適用のある薬剤を播種前土壌混和

処理する。 

 

・極端な遅まきは、発生が多くなる恐れが高まる

ので避ける。 
・温湯浸法の場合は陰干しにする。 
・温湯等での浸漬法および薬剤の浸漬法など、種

子に水分を加える処理方法では、処理後は直

ちによく乾かし、不時の出芽を避ける。 
・他の作物との輪作を行う。 
・麦種を変える場合は、漏生麦の発生に注意す

る。 
・なまぐさ黒穂病発病ほ場は、入水可能な場合は 

夏期に湛水管理する。 
・農機具に付着した土は汚染拡大の原因となる

ため、汚染ほ場は作業を後にするとともに機

械の洗浄を行う。 
・フロンサイド SC は、播種前に使用し、処理後

速やかによく混和する。かぶれやすいため、適

切な服装で作業を行う。 
赤かび病 
 
 
 
 
 
 
 
 

播種前 
  多発ほ場から採種しない。 
生育期 
  小麦は開花始期から開花期（出穂後 7～10 日後）と開

花 10～20 日後、二条大麦は葯殻抽出始期（穂揃 10 日

後）、六条大麦は開花始期～開花期に適用薬剤を使用す

る。 

 
 

 

・出穂期以降降雨や曇天が続く場合および凍霜

害による不稔が懸念される場合は、追加防除

を行う。 

・品種により耐病性が異なる。 

・被害子実を食用、飼料にすると中毒症状を起こ 

すことがある。 
・農作物検査規格(被害粒の混入率が0.0％)を超  

えると規格外となる。厚生労働省は小麦のデ

オキシニバレノールの基準値を1.0mg/kgと定

めている。 
・発病が確認された場合は刈り分けを行う。 

うどんこ病 播種前 

 １．窒素質肥料の過用を避ける。 

 ２．極端な厚播きや遅まきを避ける。 

生育期 

  適用薬剤を使用する。薬剤散布にあたっては、株元ま

でかかるように留意する。 

 

・品種により耐病性が異なる。 

・罹病株の残渣は次作の伝染源となる。 

・薬剤耐性菌発生防止のため、使用にあたって

は、系統の異なる薬剤をローテーションで使

用する。 
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麦 類                                                        麦 類 
各論作成日:2025 年 11 月 5 日  必ずラベルを確認してから農薬を使用してください。 

病害虫名 防 除 方 法 参 考 事 項 

大麦縞萎縮病 
 
 
 
 
 
 
 

播種前 
 １．発病ほ場では、播種期を適期の範囲で遅らせる。 
 ２．堆肥、稲わらなどの有機物を全層にすき込み深耕す  

る。 
 ３．多発地帯では抵抗性品種を栽培する。 
 ４．発病ほ場では麦種転換をし、4～5 年小麦を栽培する。 
 ５．ほ場の排水を図る。 
 

 

・播種後30日間の地温が12℃前後で雨の多いと  

きは発生が多く、10℃以下で降水量の少ない

年は発生が少ない。 
・麦種を替える場合は、漏生麦の発生に注意す

る。 
・農機具に付着した土は汚染拡大の原因となる

ため、汚染ほ場は作業を後にするとともに機

械の洗浄を行う。 
小麦縞萎縮病 
 
 
 
 
 
 
 

播種前 
 １．発病ほ場では、播種期を適期の範囲で遅らせる。 
 ２．堆肥、稲わらなどの有機物を全層にすき込み深耕す

る。 
 ３．ほ場の排水を図る。 
 ４．発病ほ場では麦種転換をし、4～5 年大麦を栽培する。 
生育中 
  黄化がみられたら追肥をし、生育の回復を図る。 

 

・播種後30日間の地温が12℃前後で雨の多いと  

きは発生が多く、10℃以下で降水量の少ない

年は発生が少ない。                         
・麦種を替える場合は、漏生麦の発生に注意す

る。 
・農機具に付着した土は汚染拡大の原因となる

ため、汚染ほ場は作業を後にするとともに機

械の洗浄を行う。 
立枯病 

 
 
 
 
 
 

播種前 
 １．発病地は連作をさける。 
 ２．発病地が田畑輪換できる場合は、夏季に代かきを行 
   い、30 日間以上湛水する。 
 ３．堆厩肥および窒素、リン酸、カリを十分施し、肥切

れしないよう 
   に肥培管理する。 
 ４．播種期を適期の範囲で遅らせる。 

 

 

・大麦は小麦より被害が少ない。 
 
 
 
 

株腐病 
 
 
 

播種期 
 １．発病地は連作を避ける。 
 ２．播種期を適期の範囲で遅らせる。 
 ３．窒素肥料の過用をさけ、加里肥料を多く施す。 

 

 
 
 
 

鳥害防止 
（キジ、スズメ、 

ハト） 

播種前 
  キヒゲン R-2 フロアブルを種子に塗沫処理する。 
 

 
 
 

ムギアカタマ

バエ 
 
 

出穂始期～穂揃期 
 １．被害の多いところでは、小麦の栽培を避け、大麦を

栽培する。 
 ２．適用薬剤を使用する。 

 

 
 
 
 

ヤギシロトビ

ムシ 
 
 
 

播種前 
 １．遅まきを避ける。 
 ２．催芽播きを行って、発芽期間の短縮を図る。 
 ３．小麦に限り播種前に適用薬剤を種子に処理する。 
 

 
・大麦は小麦より被害が少ない。 
・ホウレンソウ・ダイズ跡地や生わら・堆厩肥の 

施用によって幼虫の生息密度や被害が多くな  

る。 
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４－（３）　豆類（種実） ４－（３）　豆類（種実）

野菜類－豆類(種実､ただし､だいず､あずき､いんげんまめ､えんどうまめ､らっかせい､そらまめを除く)－殺菌剤

※農薬の使用に際しては、必ず農薬のラベルに記載されている登録内容・注意事項を確認してください。
更新年月日：2025/11/5

1 ファンタジスタ顆粒水和剤 普 ピリベンカルブ 11

※農薬の使用に際しては、必ず農薬のラベルに記載されている登録内容・注意事項を確認してください。
更新年月日：2025/11/5

1 ベンレート水和剤 普 ベノミル 1

野菜類－豆類（種実、ただし、だいずを除く）－殺菌剤

※農薬の使用に際しては、必ず農薬のラベルに記載されている登録内容・注意事項を確認してください。
更新年月日：2025/11/5

1 ベルクート水和剤 普 イミノクタジン M7

野菜類－豆類（種実、ただし、らっかせい、あずき、いんげんまめを除く）－殺菌剤

※農薬の使用に際しては、必ず農薬のラベルに記載されている登録内容・注意事項を確認してください。
更新年月日：2025/11/5

1 カンタスドライフロアブル 普 ボスカリド 7

作用機構
分類

病害虫雑草名

作用機構
分類

菌
核
病

う
ど
ん
こ
病

褐
斑
病

炭
疽
病

○

農薬の名称
群馬県
指定

作用機構
分類

野菜類－豆類（種実、ただし、だいず、いんげんまめ、えんどうまめ、らっかせいを除く）－殺菌剤

農薬の名称
群馬県
指定

製剤
毒性

有効成分の種類

農薬の名称
群馬県
指定

製剤
毒性

有効成分の種類

製剤
毒性

有効成分の種類

病害虫雑草名

○ ○

灰
色
か
び
病

菌
核
病

○ ○ ○

病害虫雑草名

菌
核
病

○

作用機構
分類

病害虫雑草名

農薬の名称
群馬県
指定

製剤
毒性

有効成分の種類
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４－（３）　豆類（種実） ４－（３）　豆類（種実）

野菜類－豆類（種実）－殺虫剤

※農薬の使用に際しては、必ず農薬のラベルに記載されている登録内容・注意事項を確認してください。
更新年月日：2025/11/5

ア
ブ
ラ
ム
シ
類

ハ
ス
モ
ン
ヨ
ト
ウ

ケ
ラ

コ
ガ
ネ
ム
シ
類
幼
虫

タ
ネ
バ
エ

ア
ズ
キ
ノ
メ
イ
ガ

カ
メ
ム
シ
類

シ
ロ
イ
チ
モ
ジ
マ
ダ
ラ
メ
イ
ガ

ダ
イ
ズ
サ
ヤ
タ
マ
バ
エ

マ
メ
シ
ン
ク
イ
ガ

1 ゼンターリ顆粒水和剤 抑制 - ＢＴ 11A - ○ - - - - - - - -

2 ダイアジノン粒剤３ 普 ダイアジノン 1B - - ○ ○ ○ - - - - -

3 トレボン粉剤ＤＬ 抑制 普
エトフェンプロック
ス

3A ○ ○ - - - ○ ○ ○ ○ ○

※農薬の使用に際しては、必ず農薬のラベルに記載されている登録内容・注意事項を確認してください。
更新年月日：2025/11/5

マ
メ
シ
ン
ク
イ
ガ

ア
ブ
ラ
ム
シ
類

カ
メ
ム
シ
類

シ
ロ
イ
チ
モ
ジ
マ
ダ
ラ
メ
イ
ガ

ダ
イ
ズ
サ
ヤ
タ
マ
バ
エ

マ
メ
ヒ
メ
サ
ヤ
ム
シ
ガ

1 スミチオン乳剤 普 ＭＥＰ 1B ○ ○ ○ ○ ○ ○

野菜類－豆類（種実、ただし、だいず、あずきを除く）－殺虫剤

※農薬の使用に際しては、必ず農薬のラベルに記載されている登録内容・注意事項を確認してください。
更新年月日：2025/11/5

ア
ズ
キ
ノ
メ
イ
ガ

ア
ブ
ラ
ム
シ
類

ウ
ラ
ナ
ミ
シ
ジ
ミ

カ
メ
ム
シ
類

シ
ロ
イ
チ
モ
ジ
マ
ダ
ラ
メ
イ
ガ

ダ
イ
ズ
サ
ヤ
タ
マ
バ
エ

ハ
ス
モ
ン
ヨ
ト
ウ

フ
タ
ス
ジ
ヒ
メ
ハ
ム
シ

マ
メ
シ
ン
ク
イ
ガ

1 トレボン乳剤 抑制 普
エトフェンプロック
ス

3A ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

病害虫雑草名

農薬の名称
群馬県
指定

製剤
毒性

有効成分の種類
作用機構
分類

病害虫雑草名

病害虫雑草名

野菜類－豆類（種実、ただし、だいず、あずき、いんげんまめ、そらまめを除く）－殺虫剤

農薬の名称
群馬県
指定

製剤
毒性

有効成分の種類
作用機構
分類

有効成分の種類
作用機構
分類

製剤
毒性

農薬の名称
群馬県
指定
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４－（３）　豆類（種実） ４－（３）　豆類（種実）

野菜類－豆類（種実、ただし、だいずを除く）－殺虫剤

※農薬の使用に際しては、必ず農薬のラベルに記載されている登録内容・注意事項を確認してください。
更新年月日：2025/11/5

タ
ネ
バ
エ

ネ
キ
リ
ム
シ
類

1 カルホス粉剤 普 イソキサチオン 1B ○ ○

野菜類－豆類（種実、ただし、らっかせい、だいず、あずき、いんげんまめ、えんどうまめを除く）－殺虫剤

※農薬の使用に際しては、必ず農薬のラベルに記載されている登録内容・注意事項を確認してください。
更新年月日：2025/11/5

1 エルサン乳剤 劇 ＰＡＰ 1B

野菜類－豆類（種実、ただし、だいず、あずき、いんげんまめを除く）－その他

※農薬の使用に際しては、必ず農薬のラベルに記載されている登録内容・注意事項を確認してください。
更新年月日：2025/11/5

タ
ネ
バ
エ

苗
立
枯
病

1 キヒゲンＲ－２フロアブル 普 チウラム F:M3 ○ ○

野菜類－豆類(種実､ただし､いんげんまめ､えんどうまめを除く)－その他

※農薬の使用に際しては、必ず農薬のラベルに記載されている登録内容・注意事項を確認してください。
更新年月日：2025/11/5

ハ
ト
カ
ラ
ス

1 キヒゲンＲ－２フロアブル 普 チウラム F:M3 ○ ○

作用機構
分類

病害虫
雑草名

農薬の名称
群馬県
指定

製剤
毒性

有効成分の種類

群馬県
指定

農薬の名称

作用機構
分類

病害虫雑草名

ア
ブ
ラ
ム
シ
類

群馬県
指定

製剤
毒性

有効成分の種類

病害虫
雑草名

病害虫
雑草名

製剤
毒性

有効成分の種類
作用機構
分類

製剤
毒性

有効成分の種類

作用機構
分類

農薬の名称
群馬県
指定

○

農薬の名称
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４－（４）　だいず ４－（４）　だいず

野菜類－豆類（種実）－だいず－殺菌剤

※農薬の使用に際しては、必ず農薬のラベルに記載されている登録内容・注意事項を確認してください。
更新年月日：2025/11/5

紫
斑
病

葉
焼
病

菌
核
病

灰
色
か
び
病

べ
と
病

1 Ｚボルドー 普 銅 M1 ○ ○ - - -

2 バリダシン液剤５ 普 バリダマイシン U18 - ○ - - -

3 ファンタジスタ顆粒水和剤 普 ピリベンカルブ 11 ○ - ○ ○ -

4 プロポーズ顆粒水和剤 普
1.ベンチアバラル
ブイソプロピル
2.TPN

40、M5 ○ - - - ○

5 ベンレートＴ水和剤２０ 普
1. チウラム
2. ベノミル

M3、1 ○ - - - -

6 ベンレート水和剤 普 ベノミル 1 ○ - ○ - -

7 ロブラール水和剤 普 イプロジオン 2 - - ○ ○ -

＊Zボルドーは野菜類（キャベツを除く）のベと病に登録あり

病害虫雑草名

農薬の名称
群馬県
指定

製剤
毒性

有効成分の種類
作用機構
分類

- 100 -



４－（４）　だいず ４－（４）　だいず

野菜類－豆類（種実）－だいず－殺虫剤

※農薬の使用に際しては、必ず農薬のラベルに記載されている登録内容・注意事項を確認してください。
更新年月日：2025/11/5

ア
ブ
ラ
ム
シ
類

カ
メ
ム
シ
類

ハ
ス
モ
ン
ヨ
ト
ウ

マ
メ
シ
ン
ク
イ
ガ

シ
ロ
イ
チ
モ
ジ
マ
ダ
ラ
メ
イ
ガ

ダ
イ
ズ
サ
ヤ
タ
マ
バ
エ

マ
メ
ハ
ン
ミ

ョ
ウ

コ
ガ
ネ
ム
シ
類
幼
虫

タ
ネ
バ
エ

ダ
イ
ズ
シ
ス
ト
セ
ン
チ

ュ
ウ

コ
ガ
ネ
ム
シ
類

ハ
ダ
ニ
類

1 アルバリン顆粒水溶剤 抑制 普 ジノテフラン 4A - ○ - - - ○ - - - - - -

2 エルサン乳剤 劇 ＰＡＰ 1B ○ ○ ○ ○ ○ - - - - - - -

3 グレーシア乳剤 抑制 普 フルキサメタミド 30 - - ○ ○ - - - - - - - -

4 スタークル顆粒水溶剤 抑制 普 ジノテフラン 4A - ○ - - - ○ - - - - - -

5 スミチオン乳剤 普 ＭＥＰ 1B ○ ○ - ○ ○ ○ ○ - - - - -

6 ダイアジノン粒剤５ 普 ダイアジノン 1B - ○ - ○ ○ ○ - ○ ○ - - -

7 ネマキック粒剤 普 イミシアホス 1B - - - - - - - - - ○ - -

8 フェニックス顆粒水和剤 抑制 普 フルベンジアミド 28 - - ○ ○ - - - - - - - -

9 プレオフロアブル 普 ピリダリル UN - - ○ ○ - - - - - - - -

10 プレバソンフロアブル５ 抑制 普
クロラントラニリプ
ロール

28 - - ○ ○ - - - - - - - -

11 マラソン乳剤 普 マラソン 1B ○ - - ○ - - - - - - ○ ○

農薬の名称
群馬県
指定

製剤
毒性

有効成分の種類
作用機構
分類

病害虫雑草名
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４－（４）　だいず ４－（４）　だいず

野菜類－豆類（種実）－だいず－殺虫殺菌剤

※農薬の使用に際しては、必ず農薬のラベルに記載されている登録内容・注意事項を確認してください。
更新年月日：2025/11/5

ア
ブ
ラ
ム
シ
類

タ
ネ
バ
エ

リ
ゾ
ク
ト
ニ
ア
根
腐
病

茎
疫
病

黒
根
腐
病

紫
斑
病

1 クルーザーＭＡＸＸ 普 【* 1 】
I:4A
F:12、4

○ ○ ○ ○ ○ ○

【* 1 】 1. チアメトキサム 2. フルジオキソニル 3. メタラキシル及びメタラキシルＭ

野菜類－豆類（種実）－だいず－その他

※農薬の使用に際しては、必ず農薬のラベルに記載されている登録内容・注意事項を確認してください。
更新年月日：2025/11/5

タ
ネ
バ
エ

紫
斑
病

苗
立
枯
病

1 キヒゲンＲ－２フロアブル 普 チウラム F:M3 ○ ○ ○

作用機構
分類

農薬の名称
群馬県
指定

製剤
毒性

有効成分の種類

○

農薬の名称
群馬県
指定

製剤
毒性

有効成分の種類
作用機構

分類

病害虫雑草
名

ハ
ト

、
キ
ジ
バ
ト
に
よ
る
種

子
食
害
忌
避

病害虫雑草名・使用目的
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だいず                                                               だいず 
各論作成日:2025 年 11 月 5 日  必ずラベルを確認してから農薬を使用してください。 

 
4-(4) だいず（野菜類、豆類（種実）、豆類に登録のある農薬も使用可能） 
 

病害虫名 防 除 方 法 参 考 事 項 

紫 斑 病 
 
 
 
 

播種前 
  １．無病種子を用いる。 
  ２．適用薬剤を使用する。 
開花終期～子実肥大中期 
  適用薬剤を使用する。  
 

 
・長雨の場合は、肥大後期まで防除を行う。 
・ベンゾイミダゾール系薬剤耐性菌が確認されて 

いるので、系統の異なる薬剤をローテーション 

して使用する。 

菌 核 病 
 
 
 
 
 
 

播種前 
 １．密植や窒素質肥料の過用を避ける。 
  ２．連作を避ける。 
 ３ 水田化が可能なほ場では田畑輪換を行う。 
生育期 
  １．開花後、適用薬剤を使用する。 
  ２．被害茎葉は菌核が脱落しないように集め、処分する。 
 

 
・ロブラール水和剤は、開花始めから開花 5 日後 

までに使用する。 
・開花始めの 10～15 日目に第 1 回散布。その後 

は発病程度に応じて 10 日ごとに散布する。 
 
 

葉 焼 病 
 
 
 

播種前 
  種子は、発病のないほ場から採種する。 
生育期 
  適用薬剤を使用する。 
 

 
・発病した畑では、連作しない。 
・台風後は多発しやすくなるので、防除を行う。 
 
 

茎 疫 病 
 
 

播種前 
  過湿地の連作を避ける。 
生育期 
 １．排水を良好にする。 
 ２．罹病株は抜き取ってすみやかに処分し、残渣をほ場

に残さない。 
 

 
 
 

炭 疽 病 
 
 

播種前 
  種子は、発病のないほ場から採種する。 
生育期 

罹病株は抜き取ってすみやかに処分し、残渣をほ場に

残さない。 

 
 
 

ウイルス病 
 
 
 
 

播種前～生育期 
 １．無病種子を用いる。 
 ２．発病株を認めたら、直ちに抜き取る。 
 ３．発病株からの伝染防止のため、アブラムシ類の防除 
    を徹底する。 
 

 
 
 
 
 

べと病 
 
 
 
 
 

播種前 
  １．連作や密植を避け、風通しをよくする。 
  ２．発病ほ場は深耕して表土を深くすき込む。 
生育期 
 １．開花 10 日前～子実肥大期に適用薬剤を散布する。 
 ２．発生が拡大する場合は追加防除を行う。  
 

 
・梅雨が長く続く年に発病が多い。 
 
 
 
 
 

タ ネ バ エ 
 
 
 
 

播種前 
 １．播種前の未熟有機物の施用は避ける。 
 ２．適用薬剤を使用する。 
生育中 
  適用薬剤を使用する。 
 
 

 
・有機物の施用は、秋期に行う。 
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だいず                                                               だいず 
各論作成日:2025 年 11 月 5 日  必ずラベルを確認してから農薬を使用してください。 

病害虫名 防 除 方 法 参 考 事 項 

アブラムシ類 
 
 

生育期 
  発生状況を把握し、適期に適用薬剤を使用する。 
 

 
 
 

ハスモンヨト

ウ 
 

 
 

生育期 
 １．卵塊や若齢幼虫は、見つけしだい捕殺する。 
  ２．早期発見、早期防除に努める。                   
 ３．適用薬剤を使用する。 
  （ハスモンヨトウの防除対策の項参照） 
 

 
 
 

 
 

コガネムシ類 
 
 

生育期 
  発生状況を把握し、適期に適用薬剤を使用する。 
 
 

 
 
 

ダイズサヤタ

マバエ 
 
 

開花終期～莢伸長期 
  開花盛期 7 日後とその後 7 日から 10 日目に適用薬剤 

を使用すると効果が高い。 
 

 
 
 
 

マメシンクイ

ガ 
 

生育期 
   開花終期～莢伸長期に、適用薬剤を使用する。 
 

 
 
 

シロイチモジ

マダラメイガ 
 

生育期 
   開花終期～莢伸長期に、適用薬剤を使用する。 
 
 

 
 
 

カメムシ類 
 
 

生育期 
   子実肥大初期から子実肥大終期に、適用薬剤を使用す

る。 
 
 

 
 
 

ハダニ類 
 
 
 
 

生育期 
  １．早期発見、早期防除に努める。 
  ２．適用薬剤を使用する。 
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４－（５）　あずき ４－（５）　あずき

野菜類－豆類（種実）－あずき－殺菌剤

※農薬の使用に際しては、必ず農薬のラベルに記載されている登録内容・注意事項を確認してください。
更新年月日：2025/11/5

褐
斑
細
菌
病

茎
腐
細
菌
病

灰
色
か
び
病

菌
核
病

炭
疽
病

さ
び
病

1 カスミンボルドー 普
1. カスガマイシン
2. 銅

24、M1 ○ ○ - - - -

2 コサイド３０００ 普 銅 M1 ○ - - - - -

3 ファンタジスタ顆粒水和剤 普 ピリベンカルブ 11 - - ○ ○ ○ ○

4 フロンサイドＳＣ 普 フルアジナム 29 - - ○ ○ ○ -

野菜類－豆類（種実）－あずき－殺虫剤

※農薬の使用に際しては、必ず農薬のラベルに記載されている登録内容・注意事項を確認してください。
更新年月日：2025/11/5

ア
ズ
キ
ノ
メ
イ
ガ

ア
ブ
ラ
ム
シ
類

ヨ
ト
ウ
ム
シ

ハ
ス
モ
ン
ヨ
ト
ウ

ノ
メ
イ
ガ
類

ハ
ダ
ニ
類

カ
メ
ム
シ
類

タ
ネ
バ
エ

ツ
メ
ク
サ
ガ

1 エルサン乳剤 劇 ＰＡＰ 1B ○ ○ - - - - - - -

2 オルトラン水和剤 普 アセフェート 1B ○ ○ ○ - - - - - -

3 コテツフロアブル 劇 クロルフェナピル 13 - - - - ○ ○ - - -

4 スミチオン乳剤 普 ＭＥＰ 1B ○ ○ - - - - ○ - -

5 ダイアジノン粒剤５ 普 ダイアジノン 1B - - - - - - - ○ -

6 トクチオン乳剤 普 プロチオホス 1B ○ - - - - ○ - - ○

7 トレボン乳剤 抑制 普
エトフェンプロック
ス

3A - ○ - ○ ○ - ○ - -

8 マラソン乳剤 普 マラソン 1B - ○ - - - ○ - - -

野菜類－豆類（種実）－あずき－その他

※農薬の使用に際しては、必ず農薬のラベルに記載されている登録内容・注意事項を確認してください。
更新年月日：2025/11/5

1 キヒゲンＲ－２フロアブル 普 チウラム M3

農薬の名称
群馬県
指定

製剤
毒性

有効成分の種類

農薬の名称
群馬県
指定

製剤
毒性

有効成分の種類

農薬の名称
群馬県
指定

製剤
毒性

有効成分の種類

○ ○ ○

作用機構
分類

作用機構
分類

作用機構
分類

病害虫雑草名

病害虫雑草名

褐
斑
病

炭
疽
病

苗
立
枯
病

病害虫雑草名
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あずき                                                                 あずき 
各論作成日:2025 年 11 月 5 日  必ずラベルを確認してから農薬を使用してください。 

 
4-(5) あずき（野菜類、豆類（種実）、豆類に登録のある農薬も使用可能） 
 

病害虫名 防 除 方 法 参 考 事 項 

 褐 斑 病 
 
 
 

播種前 
  １．無病種子を用いる。 
  ２．適用薬剤で種子に塗沫処理する。 
 

 
 
 
 

モザイク病 
 
 
 
 
 

播種前～生育期 
  １．無病種子を用いる。 
  ２．採種は、健全株から行う。 
  ３．発病株からの伝染防止のため、アブラムシ類の防除  

を徹底する。 
 

 
 
 
 
 
 

アブラムシ類 
 
 

播種時～生育期 
  発生状況を把握し、適期に適用薬剤を使用する。 
 

 
 
 

アズキノメイ

ガ（フキノメ

イガ） 
 

開花終期 
  適用薬剤を使用する。 

 
 

センチュウ類 
 
 
 
 
 

播種前 
  １．連作を避ける。 
  ２．発生状況に応じて、土壌消毒を行う。 
  （土壌くん蒸剤の項参照） 
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４－（６）　べにばないんげん ４－（６）　べにばないんげん

野菜類－豆類（種実）－べにばないんげん－殺虫剤

※農薬の使用に際しては、必ず農薬のラベルに記載されている登録内容・注意事項を確認してください。
更新年月日：2025/11/5

1 ダニトロンフロアブル 普 フェンピロキシメート 21A

病害虫雑草名

○

農薬の名称
群馬県
指定

製剤
毒性

有効成分の種類
作用機構
分類

ハ
ダ
ニ
類
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べにばないんげん                                                              べにばないんげん 
各論作成日:2025 年 11 月 5 日  必ずラベルを確認してから農薬を使用してください。 

 

4-(6) べにばないんげん（野菜類、豆類（種実）に登録のある農薬も使用可能） 

 

病害虫名 防 除 方 法 参 考 事 項 

菌核病 

 

 

 

 

 

播種前 

  １．多肥、密植を避ける。 

 ２．連作を避ける。 

生育期 

 １．過繁茂を避ける。 

 ２．適用薬剤を使用する。 

 

 

・薬剤が株全体によくかかるように散布する。 

・罹病した株はほ場外へ持ち出して処分する。 

 

 

 

角斑病 

 

 

 

 

播種前 

 １．多肥、密植、過繁茂を避ける。 

 ２．種子は健全株から採種したものを使用する。 

 ３．連作を避ける。 

 

 

・罹病した茎葉や莢が越冬源となるので、この処 

分を徹底する。 

 

 

萎凋病 

 

 

 

 

 

 

播種前 

  種子は健全株から採種したものを使用する。 

 

 

 

 

 

 

・発病株は外見上、健全であっても、維管束の褐 

変がみられる。 

・本病原菌の最適生育温度は 28℃である。 

・発病は温度環境に大きく影響され、標高 800m 程

度の圃場では発病しやすく、標高 1000m を超え   

るほ場では発病頻度が低い。 

 

灰色かび病 播種前 

 多肥、密植を避ける。 

 

生育期 

 １．過繁茂を避ける。 

 ２．適応薬剤を使用する。 

 

 

・花弁に感染した後、莢や葉へ広がることが多い。 

・降雨の多いときに多発するので、定期的に防除

を行う。 

・罹病した株はほ場外へ持ち出して処分する。 

マメホソクチ

ゾウムシ 

 

 

播種前 

  連作を避ける。 

 

 

 

・成虫は体長約 3mm。黒色の洋なし形で年 1 回発

生し、成虫で越冬する。ベニバナインゲンでは、  

7 月上旬ころから発生し被害が増える。 

 

タネバエ 

 

 

 

 

播種前 

 １．播種前の未熟有機物の施用は避ける。 

 ２．播種時に適用薬剤を土壌に処理する。 

 ３．雨上がり後すぐに播種しない。 

 

 

・有機物を施用する場合には、播種する 3 週間以

上前に施用する。 

 

 

アズキノメイ

ガ 

 

コウモリガ 

 

 

 

 

耕種的防除 

  ほ場の周囲や畝間の雑草に害虫が生息するので、雑草 

防除に努める。 

 

 

 

 

 

幼虫による被害の特徴 

・地際付近の茎に食入する。 

・導管まで食害され、被害が大きい場合は株全体

が枯死することがある。 

・食入された茎から穿孔粉が出ているので、被害

株はわかりやすい。 

 

※ ベニバナインゲンは草丈が高い作物なので、薬剤散布の際は周辺ほ場への飛散に留意する。 
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４－（７）　いんげんまめ ４－（７）　いんげんまめ

野菜類－豆類（種実）－いんげんまめ－殺菌剤

※農薬の使用に際しては、必ず農薬のラベルに記載されている登録内容・注意事項を確認してください。
更新年月日：2025/11/5

か
さ
枯
病

炭
疽
病

灰
色
か
び
病

菌
核
病

角
斑
病

苗
立
枯
病

1 Ｚボルドー 普 銅 M1 ○ - - - - -

2 アミスター２０フロアブル 普 アゾキシストロビン 11 - ○ ○ ○ ○ -

3 オーソサイド水和剤８０ 普 キャプタン M4 - ○ - - - -

4 カスミンボルドー 普
1. カスガマイシン
2. 銅

24、M1 ○ - - - - -

5 カッパーシン水和剤 普
1. カスガマイシン
2. 銅

24、M1 ○ - - - - -

6 カンタスドライフロアブル 普 ボスカリド 7 - - ○ ○ - -

7 ゲッター水和剤 普
1. ジエトフェンカルブ
2. チオファネートメチル 10、1 - ○ ○ ○ - -

8 ケンジャフロアブル 普 イソフェタミド 7 - ○ ○ ○ - -

9 コサイド３０００ 普 銅 M1 ○ - - - - -

10 ジマンダイセン水和剤 普 マンゼブ M3 - ○ - - - -

11 スミブレンド水和剤 普
1. ジエトフェンカル
ブ 2. プロシミドン

10、2 - - ○ ○ - -

12 セイビアーフロアブル２０ 普 フルジオキソニル 12 - - ○ ○ - -

13 ドイツボルドーＡ 普 銅 M1 ○ - - - - -

14 トップジンＭ水和剤 普
チオファネートメチ
ル

1 - ○ - ○ ○ ○

15 ファンタジスタ顆粒水和剤 普 ピリベンカルブ 11 - ○ ○ ○ - -

16 フルピカフロアブル 普 メパニピリム 9 - - ○ - - -

17 ベンレート水和剤 普 ベノミル 1 - - - ○ ○ -

18 ロブラール水和剤 普 イプロジオン 2 - - ○ ○ - -

病害虫雑草名

農薬の名称
群馬県
指定

製剤
毒性

有効成分の種類
作用機構
分類
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４－（７）　いんげんまめ ４－（７）　いんげんまめ

野菜類－豆類（種実）－いんげんまめ－殺虫剤

※農薬の使用に際しては、必ず農薬のラベルに記載されている登録内容・注意事項を確認してください。
更新年月日：2025/11/5

ア
ブ
ラ
ム
シ
類

イ
ン
ゲ
ン
テ
ン
ト
ウ

フ
キ
ノ
メ
イ
ガ

ハ
ダ
ニ
類

マ
メ
シ
ン
ク
イ
ガ

カ
メ
ム
シ
類

シ
ロ
イ
チ
モ
ジ
マ
ダ
ラ
メ
イ
ガ

ダ
イ
ズ
サ
ヤ
タ
マ
バ
エ

マ
メ
ヒ
メ
サ
ヤ
ム
シ
ガ

タ
ネ
バ
エ

コ
ガ
ネ
ム
シ
類
幼
虫

ハ
モ
グ
リ
バ
エ
類

ア
ザ
ミ
ウ
マ
類

コ
ガ
ネ
ム
シ
類

ハ
ス
モ
ン
ヨ
ト
ウ

シ
ロ
イ
チ
モ
ジ
ヨ
ト
ウ

1 アクタラ顆粒水溶剤 抑制 普 チアメトキサム 4A ○ - - - - - - - - - - - - - - -

2 アグロスリン乳剤 抑制 劇 シペルメトリン 3A ○ ○ - - - - - - - - - - - - - -

3 ウララＤＦ 普 フロニカミド 29 ○ - - - - - - - - - - - - - - -

4 エルサン乳剤 劇 ＰＡＰ 1B ○ ○ ○ - - - - - - - - - - - - -

5 オルトラン水和剤 普 アセフェート 1B ○ - - - - - - - - - - - - - - -

6 コロマイト乳剤 抑制 普 ミルベメクチン 6 - - - ○ - - - - - - - - - - - -

7 スミチオン乳剤 普 ＭＥＰ 1B ○ ○ - - ○ ○ ○ ○ ○ - - - - - - -

8 ダイアジノン粒剤５ 普 ダイアジノン 1B - - - - - - - - - ○ ○ - - - - -

9 ダニトロンフロアブル 普
フェンピロキシメー
ト

21A - - - ○ - - - - - - - - - - - -

10 ブロフレアSC 抑制 普 ブロフラニリド 30 - - - - - - - - - - - - - - ○ ○

11 マラソン乳剤 普 マラソン 1B ○ ○ - ○ ○ - - - - - - ○ ○ ○ - -

農薬の名称
群馬県
指定

製剤
毒性

有効成分の種類

病害虫雑草名

作用機構
分類
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４－（７）　いんげんまめ ４－（７）　いんげんまめ

野菜類－豆類（種実）－いんげんまめ－殺虫殺菌剤

※農薬の使用に際しては、必ず農薬のラベルに記載されている登録内容・注意事項を確認してください。
更新年月日：2025/11/5

ア
ブ
ラ
ム
シ
類

タ
ネ
バ
エ

リ
ゾ
ク
ト
ニ
ア
根
腐
病

苗
立
枯
病

（
ピ
シ
ウ
ム
菌

）

1 クルーザーＭＡＸＸ 普 【* 1 】
I:4A
F:12、4

○ ○ ○ ○

【* 1 】 1. チアメトキサム 2. フルジオキソニル 3. メタラキシルＭ

野菜類－豆類（種実）－いんげんまめ－その他

※農薬の使用に際しては、必ず農薬のラベルに記載されている登録内容・注意事項を確認してください。
更新年月日：2025/11/5

ハ
ト

カ
ラ
ス

キ
ジ
バ
ト

炭
疽
病

苗
立
枯
病

タ
ネ
バ
エ

1 キヒゲンＲ－２フロアブル 普 チウラム F:M3 ○ ○ ○ ○ ○ ○

病害虫雑草名

農薬の名称
群馬県
指定

製剤
毒性

有効成分の種類
作用機構

分類

農薬の名称
群馬県
指定

製剤
毒性

有効成分の種類
作用機構
分類

病害虫雑草名

- 111 -



４－（８）　らっかせい ４－（８）　らっかせい

野菜類－豆類（種実）－らっかせい－殺菌剤

※農薬の使用に際しては、必ず農薬のラベルに記載されている登録内容・注意事項を確認してください。
更新年月日：2025/11/5

そ
う
か
病

褐
斑
病

灰
色
か
び
病

黒
渋
病

白
絹
病

1 ジマンダイセン水和剤 普 マンゼブ M3 ○ ○ - - -

2 ダコニール１０００ 普 ＴＰＮ M5 - ○ - - -

3 トップジンＭ水和剤 普
チオファネートメチ
ル

1 ○ ○ ○ ○ -

4 トップジンＭ粉剤ＤＬ 普
チオファネートメチ
ル

1 - ○ - - -

5 フロンサイド粉剤 普 フルアジナム 29 - - - - ○

6 ベンレート水和剤 普 ベノミル 1 ○ ○ - ○ -

7 ロブラール水和剤 普 イプロジオン 2 - - ○ - -

野菜類－豆類（種実）－らっかせい－殺虫剤

※農薬の使用に際しては、必ず農薬のラベルに記載されている登録内容・注意事項を確認してください。
更新年月日：2025/11/5

1 オンコル粒剤５ 普 ベンフラカルブ 1A

2 トクチオン細粒剤Ｆ 普 プロチオホス 1B

作用機構
分類

病害虫雑草名

農薬の名称
群馬県
指定

製剤
毒性

有効成分の種類

○ -

○ ○

農薬の名称
群馬県
指定

製剤
毒性

有効成分の種類
作用機構
分類

病害虫雑草名

コ
ガ
ネ
ム
シ
類
幼
虫

ヒ

ョ
ウ
タ
ン
ゾ
ウ
ム
シ
類
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そば                                                                 そば 
各論作成日:2025 年 11 月 5 日  必ずラベルを確認してから農薬を使用してください。 

 
4-(9) そば（穀類、雑穀類に登録のある農薬も使用可能） 
 

病害虫名 防 除 方 法 参 考 事 項 

立 枯 病 
 
 
 

播種前、生育期 
 １．排水をよくする。 
  ２．発病ほ場では、3～4 年間栽培しない。 
  ３．適用薬剤を使用する。 

 

 

・窒素質肥料は、控えめにする。 
 
 
 

疫   病 
 
 

播種前、生育期 
 １．排水をよくする。 
  ２．発病ほ場では、3～4 年間栽培しない。 

 

 

・窒素質肥料は、控えめにする。 
 
 

ハスモンヨト

ウ 
 
 
 
 

生育期 
  １．卵塊や若齢幼虫は、見つけしだい捕殺する。 
  ２．早期発見、早期防除に努める。                   
 ３．適用薬剤を使用する。 
    （ハスモンヨトウの防除対策の項参照） 
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４－（９）　雑穀類／そば ４－（９）　雑穀類／そば

穀類－雑穀類－殺虫剤

※農薬の使用に際しては、必ず農薬のラベルに記載されている登録内容・注意事項を確認してください。
更新年月日：2025/11/5

1 エスマルクＤＦ 抑制 - ＢＴ 11A

穀類－そば－殺菌剤

※農薬の使用に際しては、必ず農薬のラベルに記載されている登録内容・注意事項を確認してください。
更新年月日：2025/11/5

1 リゾレックス粉剤 普 トルクロホスメチル 14

穀類－そば－殺虫剤

※農薬の使用に際しては、必ず農薬のラベルに記載されている登録内容・注意事項を確認してください。
更新年月日：2025/11/5

1 ゼンターリ顆粒水和剤 抑制 - ＢＴ 11A

2 ロムダンフロアブル 抑制 普 テブフェノジド 18

病害虫雑草名

○

農薬の名称
群馬県
指定

製剤
毒性

有効成分の種類
作用機構
分類

立
枯
病

病害虫雑草名

○

○

農薬の名称
群馬県
指定

製剤
毒性

有効成分の種類
作用機構
分類

ハ
ス
モ
ン
ヨ
ト
ウ

病害虫雑草名

○

農薬の名称
群馬県
指定

製剤
毒性

有効成分の種類
作用機構
分類

ア
ワ
ノ
メ
イ
ガ
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４－（１０）　とうもろこし ４－（１０）　とうもろこし

穀類－とうもろこし－殺菌剤

※農薬の使用に際しては、必ず農薬のラベルに記載されている登録内容・注意事項を確認してください。
更新年月日：2025/11/5

1 チルト乳剤２５ 普 プロピコナゾール 3

穀類－とうもろこし－殺虫剤

※農薬の使用に際しては、必ず農薬のラベルに記載されている登録内容・注意事項を確認してください。
更新年月日：2025/11/5

ア
ワ
ノ
メ
イ
ガ

ア
ワ
ヨ
ト
ウ

ア
ブ
ラ
ム
シ
類

ネ
キ
リ
ム
シ
類

オ
オ
タ
バ
コ
ガ

ツ
マ
ジ
ロ
ク
サ
ヨ
ト
ウ

ハ
ダ
ニ
類

1 アグロスリン乳剤 抑制 劇 シペルメトリン 3A ○ ○ ○ - - - -

2 アディオン乳剤 抑制 普 ペルメトリン 3A ○ - ○ - - - -

3 エルサン乳剤 劇 ＰＡＰ 1B ○ - - - - - -

4 ガードベイトＡ 抑制 普 ペルメトリン 3A - - - ○ - - -

5 コテツフロアブル 劇 クロルフェナピル 13 - - - - ○ ○ -

6 スミチオン乳剤 普 ＭＥＰ 1B ○ - - - - ○ -

7 デルフィン顆粒水和剤 抑制 - ＢＴ 11A - - - - ○ ○ -

8 トレボン乳剤 抑制 普
エトフェンプロック
ス

3A ○ ○ - - - ○ -

9 パダンＳＧ水溶剤 抑制 劇 カルタップ 14 ○ - - - - ○ -

10 フーモン -
ポリグリセリン脂肪
酸エステル

ｰ - - - - - - ○

11 フェニックス顆粒水和剤 抑制 普 フルベンジアミド 28 ○ - - - ○ ○ -

12 プレバソンフロアブル５ 抑制 普
クロラントラニリプ
ロール

28 ○ - - - ○ ○ -

○

作用機構
分類

製剤
毒性

有効成分の種類
作用機構
分類

病害虫雑草名

す
す
紋
病

農薬の名称
群馬県
指定

農薬の名称
群馬県
指定

製剤
毒性

有効成分の種類

病害虫雑草名
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４－（１０）　とうもろこし ４－（１０）　とうもろこし

穀類－とうもろこし－その他

※農薬の使用に際しては、必ず農薬のラベルに記載されている登録内容・注意事項を確認してください。
更新年月日：2025/11/5

カ
ラ
ス

キ
ジ

ス
ズ
メ

ハ
ト
キ
ジ
バ
ト

ム
ク
ド
リ

苗
立
枯
病

1 キヒゲンＲ－２フロアブル 普 チウラム M3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

穀類－とうもろこし－とうもろこし（子実）－殺菌剤

※農薬の使用に際しては、必ず農薬のラベルに記載されている登録内容・注意事項を確認してください。
更新年月日：2025/11/5

1 トリフミン水和剤 普 トリフルミゾール 3

穀類－とうもろこし－とうもろこし（子実）－殺虫剤

※農薬の使用に際しては、必ず農薬のラベルに記載されている登録内容・注意事項を確認してください。
更新年月日：2025/11/5

オ
オ
タ
バ
コ
ガ

ヨ
ト
ウ
ム
シ

ア
ワ
ノ
メ
イ
ガ

ネ
キ
リ
ム
シ
類

ア
ブ
ラ
ム
シ
類

ム
ギ
ク
ビ
レ
ア
ブ
ラ
ム
シ

カ
メ
ム
シ
類

1 アファーム乳剤 抑制 普
エマメクチン安息
香酸塩

6 ○ ○ - - - - -

2 アルバリン顆粒水溶剤 抑制 普 ジノテフラン 4A - - - - - ○ ○

3 スタークル顆粒水溶剤 抑制 普 ジノテフラン 4A - - - - - ○ ○

4 ダイアジノン粒剤５ 普 ダイアジノン 1B - - ○ ○ - - -

5 モスピラン顆粒水溶剤 抑制 劇 アセタミプリド 4A - - - - ○ - -

作用機構
分類

作用機構
分類

○

農薬の名称
群馬県
指定

製剤
毒性

有効成分の種類

農薬の名称
群馬県
指定

製剤
毒性

病害虫雑草名

有効成分の種類農薬の名称
群馬県
指定

製剤
毒性

病害虫雑草名

す
す
紋
病

有効成分の種類
作用機構
分類

病害虫雑草名
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４－（１０）　とうもろこし ４－（１０）　とうもろこし

穀類－とうもろこし－未成熟とうもろこし－殺菌剤

※農薬の使用に際しては、必ず農薬のラベルに記載されている登録内容・注意事項を確認してください。
更新年月日：2025/11/5

1 シグナムWDG 普
1.ピラクロストロビン
2.ボスカリド 11,7

2 トリフミン水和剤 普 トリフルミゾール 3

3 バリダシン液剤5 普 バリダマイシン U18

4 リゾレックス水和剤 普 トルクロホスメチル 14

5 モンガリット粒剤 普 シメコナゾール 3

穀類－とうもろこし－未成熟とうもろこし－殺虫剤

※農薬の使用に際しては、必ず農薬のラベルに記載されている登録内容・注意事項を確認してください。
更新年月日：2025/11/5

オ
オ
タ
バ
コ
ガ

ヨ
ト
ウ
ム
シ

ア
ブ
ラ
ム
シ
類

ア
ワ
ノ
メ
イ
ガ

カ
メ
ム
シ
類

ネ
キ
リ
ム
シ
類

ハ
ダ
ニ
類

ツ
マ
ジ
ロ
ク
サ
ヨ
ト
ウ

1 アニキ乳剤 普 レピメクチン 6 ○ - - - - - - ○

2 アファーム乳剤 抑制 普
エマメクチン安息
香酸塩

6 ○ ○ - - - - ○ ○

3 アルバリン顆粒水溶剤 抑制 普 ジノテフラン 4A - - ○ - ○ - - -

4 ウララDF 普 フロニカミド 29 - - ○ - - - - -

5 オルトラン水和剤 普 アセフェート 1B - - ○ ○ - - - -

6 グレーシア乳剤 抑制 普 フルキサメタミド 30 - - - - - - ○ -

7 スタークル顆粒水溶剤 抑制 普 ジノテフラン 4A - - ○ - ○ - - -

8 ダントツ水溶剤 抑制 普 クロチアニジン 4A - - ○ - - - - ○

9 ダイアジノン粒剤５ 普 ダイアジノン 1B - - - ○ - ○ - -

10 トランスフォームフロアブル 普 スルホキサフロル 4C - - ○ - - - - -

11 ディアナSC 普 スピネトラム 5 ○ - - ○ - - - -

12 テルスターフロアブル 抑制 劇 ビフェントリン ３A - - - - - - ○ -

13 ブロフレアSC 抑制 普 ブロフラニリド 30 - - - ○ - - - ○

14 ベネビアOD 抑制 普
シアントラニリプ
ロール

28 ○ - ○ ○ - - - ○

15 ヨーバルフロアブル 抑制 普 テトラニリプロール 28 ○ - - ○ - - - ○

16 モスピラン顆粒水溶剤 抑制 劇 アセタミプリド 4A - - ○ - - - - -

作用機構
分類

○ -

- ○

- ○

○ -

- ○

病害虫雑草名

農薬の名称
群馬県
指定

製剤
毒性

有効成分の種類

農薬の名称
群馬県
指定

製剤
毒性

す
す
紋
病

紋
枯
病

有効成分の種類
作用機構
分類

病害虫雑草名
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４－（１０）　とうもろこし ４－（１０）　とうもろこし

野菜類－ヤングコーン－殺虫剤

※農薬の使用に際しては、必ず農薬のラベルに記載されている登録内容・注意事項を確認してください。
更新年月日：2025/11/5

ア
ブ
ラ
ム
シ
類

オ
オ
タ
バ
コ
ガ

ヨ
ト
ウ
ム
シ

ア
ワ
ノ
メ
イ
ガ

ツ
マ
ジ
ロ
ク
サ
ヨ
ト
ウ

1 アニキ乳剤 普 レピメクチン 6 - ○ - - -

2 アファーム乳剤 普
エマメクチン安息
香酸塩

6 - ○ ○ - -

3 コテツフロアブル 劇 クロルフェナピル 13 - ○ - - ○

4 フェニックス顆粒水和剤 抑制 普 フルベンジアミド 28 - ○ - ○ ○

5 モスピラン顆粒水溶剤 抑制 劇 アセタミプリド 4A ○ - - - -

農薬の名称
群馬県
指定

製剤
毒性

有効成分の種類
作用機構
分類

病害虫雑草名
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とうもろこし                                                                                   とうもろこし 
各論作成日:2025 年 11 月 5 日  必ずラベルを確認してから農薬を使用してください。 

 

4-(10) とうもろこし（穀類、雑穀類に登録のある農薬も使用可能） 

 

       ※とうもろこしは収穫ステージにより、穀類（種子を収穫するもの(とうもろこし(子実))、ある程度成熟した雌穂を収

穫するもの（未成熟とうもろこし）)と野菜類（幼果を収穫するもの（ヤングコーン））に分類される。農薬登録上は

別の作物群となることから注意する。 

病害虫名 防 除 方 法 参 考 事 項 

すじ萎縮病 

縞葉枯病 

 

播種前  

  シルバーやストライプ入りのマルチフィルムを用い

てヒメトビウンカの飛来を防止する。 

 

・5 月中旬～6 月上旬の播種で多発しやすい。 

・ヒメトビウンカにより伝搬される。 

黒穂病 

 

 

 

 

播種前 

 １．輪作を行い、ほ場排水の改善に努める。 

 ２．窒素肥料の多用を避ける。 

生育期 

  発病株は胞子が飛散する前に抜き取り、地中深く埋め

る。 

 

・乾燥した晴天が続けば発病は少ない。 

・病原菌は生存期間が長く、発病株を堆肥化して

も生存する。 

すす紋病 

 

 

 

 

 

 

播種前 

 １．輪作を行い、ほ場排水の改善に努める。 

 ２．窒素、カリ肥料が不足しないように十分施用する。 

生育期 

 １．発病初期に適用薬剤を散布する。 

 ２．被害茎葉は除去するか堆肥化して腐熟 

させる。 

 

・低温多湿、肥切れで多発しやすい。 

・病原菌は被害茎葉中で越冬し、翌年胞子が風に

より運ばれて発病する。 

・発病程度には品種間差がある。 

 

 

倒伏細菌病 

 

 

 

 

 

播種前 

  輪作を行い、ほ場排水の改善に努める。 

生育期 

 １．被害株を速やかに処分する。 

 ２．病原菌は害虫の食痕などから侵入するため、食入性

の害虫を防除する。 

 

・梅雨期から初夏にかけて発病し、高温多湿で多

発する。 

 

 

 

紋枯病 

 

 

 

生育期 

  １．輪作を行い、ほ場排水の改善に努める。 

  ２．地際部から発病して上位葉へ進展するため、株元に

十分かかるように適用薬剤を散布する。 

 

・夏季に降雨や曇天が続くと発生しやすい。 

・菌糸及び菌核の形で土中に残り、伝染源になる。 

アワノメイガ 

 

 

生育期 

  雄穂の抽出数日前から７～10 日ごとに２～３回適用

薬剤を散布する。 

 

・幼虫が茎や穂などを食害し、出穂頃から被害が

発生する。 

ツマジロクサ

ヨトウ 

 

 

 

生育期 

 １．新葉の葉鞘基部に潜り込んでいる幼虫に効果が及ぶ

ように、株の上部まで適用薬剤を散布する。 

 ２．幼虫や蛹の残存を防ぐため、収穫後は速やかに耕う

んする。 

 

・幼虫は、軟らかい葉を好んで食害する傾向にあ

り、白い食害痕、不定形の穴、茎頂部の葉に列

状の穴などの特徴的な食害痕を残す。 

 

オオタバコガ （オオタバコガの防除対策の項参照）  

アブラムシ類 播種前 

シルバーやストライプ入りのマルチフィルムを用い

てアブラムシ類の飛来を防止する。 

生育期 

  葉、雄穂、雌花に発生が認められる場合は、適用薬剤

を散布する。 

 

・葉裏などに群生して吸汁し、被害を受けた葉は

不規則に縮れて奇形となる。 

・激発するとアブラムシ類の排せつ物や脱皮殻に

より、葉や穂が汚れる。 
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とうもろこし                                                                                   とうもろこし 
各論作成日:2025 年 11 月 5 日  必ずラベルを確認してから農薬を使用してください。 

表 農薬登録における適用作物名のうち、とうもろこし（子実）、未成熟とうもろこし、ヤングコーンに使用できる農薬との 

関係 

 

 

 

 

 

登録内容 

大作物群 

 

 

 

穀類注１）                        

 

 

野菜類注２） 

 

 

飼料作物 

 

中作物群 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

とうもろこし注３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

飼料用とうもろこし 

作物名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

と う も ろ

こし 

（子実）注

４） 

未成熟とう

もろこし 

ヤングコー

ン 

 

飼料用とうも

ろこし(子実) 

 

飼料用とうも

ろこし（青刈

り） 

作物名に含まれる別

名、地方名、品種名等

の例 

 

 

 

スイートコ

ーン 

 

 

ベビーコー

ン 

 

 

  

備考 

 

 

 

種 子 を 収

穫 す る も

の 

 

 

種子（ある程

度成熟した

雌穂）を収穫

するもの 

 

とうもろこ

しの幼果（雌

穂）を収穫す

るもの 

 

家畜飼料用に

茎葉及び雌穂

を収穫するも

の 

家畜飼料用に

茎葉を収穫す

るもの 

とうもろこし（子実）

への使用 

 
○ ○ ○ × × × × 

 

× 

 

× 

未成熟とうもろこし

（スイートコーン） 

への使用 

○ ○ × ○ × × × 
 

× 

 

× 

ヤングコーン（ベビー

コーン）への使用 

 
× × × × ○ ○ × 

 

× 

 

× 

 

  注１）「農薬の適用病害虫の範囲及び使用方法に係る適用農作物等の名称について」（平成３１年３月２９日付け ３０消安

第６２８１号 農林水産省消費・安全局農産安全管理課長通知）で「雑穀類」という大グループ名がなくなり、「穀類」

という大作物群ができたが、「雑穀類」に既に登録のある農薬については、これまでどおり「雑穀類」に含まれる作物

（とうもろこし、そば等）に使用可能である。 

注２）「野菜類」と記載がある農薬は、ヤングコーン（ベビーコーン）に使用できるが、未成熟とうもろこし（スイートコ 

ーン）には使用できない。 

注３）｢とうもろこし｣と記載がある農薬は、とうもろこし（子実）及び未成熟とうもろこし（スイートコーン）のどちらに 

も使用できる。但し、ヤングコーン（ベビーコーン）には使用できない。 

注４）「とうもろこし（子実）」と記載がある農薬は、未成熟とうもろこし（スイートコーン）及びヤングコーン（ベビーコ

ーン）には使用できない。 
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４－（１１）　無人航空機 ４－（１１）　無人航空機

無人航空機による散布農薬　例
※農薬の使用に際しては、必ず農薬のラベルに記載されている登録内容を確認してください。
更新年月日：2025/11/5

１．稲

用途 農薬の名称 有効成分の種類 作用機構分類 群馬県指定 適用作物名 主な適用病害虫名

1 殺菌 カスミン液剤 カスガマイシン 24 稲 いもち病

2 殺菌 ブラシンフロアブル
1. フェリムゾン
2. フサライド

U14、16.1 稲
いもち病、内頴褐変病、
もみ枯細菌病

3 殺菌 モンガリット1キロ粒剤 シメコナゾール 2（G1） 稲 稲こうじ病、紋枯病

4 殺虫
スタークル液剤１０
スタークルメイト液剤１０

ジノテフラン 4A
抑制

指導農薬
稲

ウンカ類、ツマグロヨコバ
イ、カメムシ類

5 殺虫 キラップフロアブル エチプロール 2B 稲 ウンカ類、カメムシ類

6 殺虫 エクシードフロアブル スルホキサフロル 4C 稲
ウンカ類、ツマグロヨコバ
イ、カメムシ類

7 殺虫殺菌 アミスタートレボンSE
1. エトフェンプロックス
2. アゾキシストロビン

3A、11
抑制

指導農薬
稲

いもち病、紋枯病、
ウンカ類、カメムシ類

8 殺虫殺菌
トライトラムフロアブル
トライKフロアブル

1. エチプロール
2. テブフロキン

2B、U16 稲
いもち病、稲こうじ病、
ウンカ類、カメムシ類

9 殺虫殺菌
ダブルカットスタークルフロ
アブル

１. ジノテフラン
２. カスガマイシン
３. トリシクラゾール

4A、24、16.1
抑制

指導農薬
稲

いもち病、ウンカ類、カメ
ムシ類

２．麦類

用途 農薬の名称 有効成分の種類 作用機構分類 群馬県指定 適用作物名 主な適用病害虫名

小麦 赤かび病

大麦 赤かび病

小麦 赤かび病

麦類（小麦を
除く）

赤かび病

3 殺菌 ワークアップフロアブル メトコナゾール 3 麦類
赤かび病、赤さび病、
うどんこ病

小麦 赤かび病

大麦 赤かび病

３．大豆

用途 農薬の名称 有効成分の種類 作用機構分類 群馬県指定 適用作物名 主な適用病害虫名

1 殺虫 プレオフロアブル ピリダリル UN だいず ハスモンヨトウ

2 殺虫 プレバソンフロアブル クロラントラニリプロール 28 だいず
ハスモンヨトウ、マメシン
クイガ、ウコンノメイガ、
オオタバコガ

4．未成熟とうもろこし

用途 農薬の名称 有効成分の種類 作用機構分類 群馬県指定 適用作物名 主な適用病害虫名

1 殺虫 ベネビアOD シアントラニリプロール 28
抑制

指導農薬
未成熟とうも
ろこし

アワノメイガ、オオタバコ
ガ、ツマジロクサヨトウ、
アブラムシ類

ミラビスフロアブル ピジフルメトフェン 74 殺菌

2 殺菌 トップジンＭゾル チオファネートメチル 1

1 殺菌 チルト乳剤２５ プロピコナゾール 3
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